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調査検討の概要 

 

 ナンバープレートカバー（以下「カバー」という）を装着している自動車がし

ばしば見受けられるようになってきたが、カバー装着に対して国民等から対策要

望が寄せられている。 

 ここでは、対策が必要なカバーについて整理を行い、カバー対策の必要性を客

観的に判断するための基礎データを得ることを目的とし、カバー対策に関する調

査を実施する。 

 

 調査検討項目は以下の 4 項目である。 

・ カバー対策の必要性 

・ カバー実態調査 

・ 実測調査 

・ カバーにかかる海外の法的規制例調査 
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1. カバー対策の必要性 

 

1.1 国民等からの対策要望内容について 

 国民等から寄せられているカバーに関する対策要望の内容について、

国土交通省自動車交通局に対してヒアリング調査を行うとともに、国政

モニターや県政モニター等から国及び都道府県に寄せられた意見につい

て調査を行い、主な意見内容を整理した。 

 

 国民等から寄せられているカバー対策要望の主な内容は、ナンバープ

レートの視認性を阻害するカバーの対策に関するものである。主な意見

を以下に挙げる。 

・ カバーを装着したナンバープレートは、離れた場所や暗い場所では非

常に見づらい。 

・ カバーを装着した車が事故を引き起こしたときにナンバープレート

を判読しづらいため、犯人を逃してしまう可能性がある。 

・ カバー装着によりナンバープレートを読み取りづらくなるのは違法

である。 

・ カバー装着という軽微な行為への対策を行うことにより、重大な犯罪

を減らすことができるのではないか。犯罪を未然に防ぐため、カバー

装着への対策が必要である。 

・ カバー装着を許すことにより、社会の規律を軽視してもよいというよ

うな風潮が現われるのではないか。 
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1.2 ナンバープレートに関する現在の法制度について 

 1.1 から、ナンバープレートの視認性を阻害するカバーについて対策が

求められていることがわかる。そこで、ナンバープレートに関する現在

の法的基準について調査を行い、カバー装着に関する制度内容を確認し

た。 

 

 ナンバープレートについては、道路運送車両法において「自動車登録

番号を見やすいように表示しなければ、運行の用に供してはならない」

とされているほか、視認性の基準が「自動車登録番号標等の品質基準（昭

和 38 年 10 月 3 日 自管第 76 号依命通達）」で定義されている（参考資料

１、参考資料２参照）。 

一方カバーについては、各都道府県の道路交通法施行細則において赤

外線を吸収または反射するカバーを装着して自動車を運行することが禁

止されているものの、カバーを装着した状態でのナンバープレートの視

認性については明確な基準がない。また、ナンバープレート視認性を阻

害するカバーに関する法的な規制はまだない。 
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1.3 カバー対策対象範囲決定のための基礎資料 

さらに、国民からの対策要望や現在の法制度の調査結果を参考に、実

際にカバー対策を行うとした場合に想定される対策方法を設定し、カバ

ー対策対象範囲を決めるための基礎資料として必要なデータの洗い出し

を行った。 

 

ナンバープレートの視認性を阻害するカバーに関する法的対策を実施

する場合、カバー対策の対象となる範囲を決定する必要がある。 

 ここでは、ナンバープレートの視認性を阻害するカバーの対策方法を

想定し、対策対象範囲を決定するために必要な基礎データを検討した。

表 1-1 に示す検討結果からは、基礎データ収集のために必要な作業は以

下のとおりであることがわかる。 

・ 既存カバーの実態を調査し、カバー種類の違いを確認する。 

・ カバー種類の違いと透過率の関係を把握する。 

・ カバー種類や環境条件を変えた時の視認性を調べ、それぞれの条件に

おける視認性阻害の程度を確認する。 
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1.4 カバー調査の進め方 

国民の声からもわかるように、視認性を阻害するカバーの対策が求め

られているが、現在の日本の法制度にはカバー対策に関する基準は存在

していない。 

ナンバープレートは、犯罪捜査やひき逃げ車両捜査等においても活用

されており、自動車を安心して利用するための基盤として社会に定着し

ているものである。また、ナンバープレートは自動車を識別し、自動車

の登録・検査等の行政的手続きが完了していることを外形的に証明する

ためのものである。したがってカバー装着の有無に依らず、品質基準に

基づきナンバープレートの視認性が確保されている必要がある。 

 

 そこで、ナンバープレートの視認性を阻害するカバーの対策範囲を判

断するための基礎データ収集作業として、以下のものを実施する。 

 

① 既存カバーの種類の確認 

 普及が進んでいるカバー種類を網羅的に把握するため、既存カバーの

実態調査を行う。その際の調査対象には、店頭で取り扱っているカバー

だけでなく、インターネット上で取り扱っているカバーも含めることと

する。 

また、実態調査を行った結果をもとにカバー種類を分類し、カバー種

類の傾向を把握する。 

 

② カバー種類の違いと透過率の関連の確認 

上記で調査したカバーについて透過率を計測し、カバー種類（色、色

濃度の違い等）の違いとの関連を把握する。 

透過率は光の種類によって変わることが想定されるため、可視光帯域

の波長ごとの分光透過率や、昼間の太陽光または夜間の車の前照灯の下

での可視光線透過率を調べ、特徴を把握する。 
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③ 環境条件やカバー種類の違いによる視認性の違いの確認 

 環境条件（照度、視認角度等）及び透過率の違いによる視認性の違い

を、実測調査により把握する。実測調査に際しては、「ナンバープレート

の視認性」の阻害の有無を判定することとなるため、視認性の判定基準

はナンバープレート視認性の品質基準に従い設定するのが適当である。 
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2. カバー実態調査 

 

2.1 方法 

 自動車用品販売店等の店頭や、ネットオークション等のインターネッ

ト上で販売されているカバーの種類を調査し、その一部を入手した。 

 これらのカバーについて、市販の計測装置で可視光線透過率を簡易に

計測するとともに、色、色濃度等の項目により分類し、カバー種類の傾

向を取りまとめた。 

 

2.2 結果とまとめ 

(1) 結果 

 都内自動車用品店で扱っているカバー及びインターネット上で販売さ

れていたカバー25 種を収集した。25 種のカバーについて、色、色濃度、

厚さ、材質、赤外線遮断有無の 5 項目で分類した結果を表 2-1 に示す。

また、収集した全てのカバー一覧を参考資料３に示す。 

表 2-1 カバー分類結果 

色 色濃度（透過率） 数 厚さ 材質 赤外線 
遮断 入手経路

黒 50％ 
60％ 
70％ 
80％ 
90％（グラデーション）

2 
7 
3 
1 
1 

4mm 
4mm/5mm
不明 
不明 
4mm 

PMMA＊2 
PMMA/PC＊3 
PC 
PC 
不明 

× 
× 
× 
× 
× 

店頭 

青 60％ 
80％ 
90％（グラデーション）

1 
2 
1 

不明 
4mm 
4mm 

不明 
PMMA 
不明 

× 
× 
× 

店頭 

ピンク 80％ 
90％（グラデーション）

1 
1 

不明 
4mm 

不明 
不明 

× 
× 

店頭 

緑 30％ 
50％ 
70％ 

1 
1 
1 

不明 
不明 
不明 

不明 
不明 
不明 

○ 
○ 
○ 

インター

ネット 

クリア 90％ 2 4mm 不明 × 店頭 

 

                                            
＊2  PMMA：アクリル 
＊3  PC：ポリカーボネート 
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ただし色濃度については、市販の計測装置で簡易に可視光線透過率を

計測した結果を参照し、10％刻みで設定した。カバーの分類は、色濃度

の±5％の範囲に含まれる可視光線透過率（簡易に計測した値）により行

った。 

 

 上記の調査結果から、カバー種類は以下のように分類されることがわ

かる。 

・ 色：4 色（黒、青、ピンク、緑）とクリア。 

  緑のカバーは、どの製品も赤外線遮断効果を持っている。 

  最も多く入手できた色は黒であり、色濃度も様々な種類がある。 

・ 色濃度：ほぼ 50～90％。 

・ 厚さ：ほぼ 4mm 

・ 材質：アクリルまたはポリカーボネート 

 

 材質について、アクリルとポリカーボネートの違いによる製品特性の

違いを素材メーカにヒアリングしたところ、メーカ標準品では光線透過

率・屈折率ともにほとんど大差ないとの結果であった。 

・ アクリル    ：光線透過率 93％、屈折率 1.49 

・ ポリカーボネート：光線透過率 89％、屈折率 1.58 

 

(2) まとめ 

 市販カバーについては、厚さと材質の点では違いはほとんどない。し

たがって、カバーは色と色濃度（透過率）の組み合わせにより分類する

ことができる。 
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3. 実測調査 

 

3.1 概要 

 基準策定のための基礎データを得るため、実測調査を実施した。実測

により検証を行う項目は以下のとおりとした。 

 

(1) 透過率 

① 可視光帯域波長の分光透過率測定 

 分光光度計により、可視光帯域波長におけるカバーの分光透過率を測

定する。可視光帯域の波長を 5nm 間隔に区分し、各波長ごとに透過率を

測定する。 

 

② 可視光線透過率の算出（前照灯・太陽光） 

 分光光度計により計測したカバーの分光透過率をもとに、車の前照灯

及び太陽光におけるカバーの可視光線透過率を算出する。 

 

(2) 視認性 

① ナンバープレート標記事項の視認距離 

 カバー種類や環境条件を変化させ、ナンバープレート標記事項の視認

距離について被験者による評価を実施する。 

 

② ナンバープレート視認の難易度 

 カバー種類や環境条件を変化させ、ナンバープレート標記事項や背景

色の視認性の難易度等について被験者による主観評価を実施する。 
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3.2 方法 

(1) 透過率 

① 方法 

1) 分光光度計により、380nm～780nm（可視光帯域波長）の波長を 5nm

間隔で分光透過率を測定する。 

2) 可視光線透過率を、分光光度計で測定した可視光帯域波長における分

光透過率を用いて算出する。具体的には、分光透過率に、標準の光（標

準イルミナント A＊4（以下「A 光」という）：車の前照灯の光をベー

スとした夜の光、標準イルミナント D65
＊5（以下「D65」という）：昼

間の太陽光を代表する光）と人の眼の分光感度（標準視感効率または

標準比視感度）の重み付けをすることにより算出する。 

 

以降、本報告書においては、注意書きがある場合を除き透過率を以下

のように定義する。 

・ 分光透過率：可視光帯域において 5nm 間隔の波長ごとの透過率を計

測したもの。 

・ 可視光線透過率：分光透過率の計測結果をもとに、前照灯（A 光）を

光源とする場合の可視光線の波長域の透過率を算出したもの。車検の

際に車両窓ガラスの可視光線透過率を計測する際は、光源を A 光で

較正しているため、それに倣っている。 

ただし、光源による透過率の違いを比較する際には、「前照灯におけ

る可視光線透過率」及び「太陽光における可視光線透過率」と光源を

付記するものとする。 

・ 可視光線透過率（簡易）：市販の簡易計測装置を用いて、可視光線透

過率を計測したもの。 

 

                                            
＊4 標準イルミナント A：白熱電灯で照らされている物体色の測定用光源として、JIS Z 8720 に

分光分布が定められている標準の光。 
＊5 標準イルミナント D65：昼光で照らされている物体色の測定用光源として、JIS Z 8720 に分

光分布が定められている標準の光。 
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② 対象サンプル 

透過率測定の対象となるカバーは表 3-1 に示すものを使用した。 

表 3-1 透過率測定に使用したカバー種類 

項目 ケース 備考 
市販カバー 25 種 カバー実態調査で入手したカバー全て 
試作カバー 2 種 視認性実験で試作したカバー（後述） 
     計  27 種 
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(2) 視認性 

① 方法 

平成 18 年 2 月 7 日、10 日、13 日の 3 日間にわたり、独立行政法人交

通安全環境研究所内の灯火・電波実験棟にて視認性実験を実施した。 

 以下に実験方法を示す。 

 

1) 視認性実験用ボード（図 1 参照）の地上 1m の位置にナンバープレ

ートを取り付ける。取付位置は、ナンバープレート視認性品質基準

に従う。 

2) 視認性実験用ボードから 20ｍ位置に被験者が立ち、カバー装着前後

を比較して、ナンバープレート標記事項（地域名表示、分類番号、

かな文字、一連番号）及び背景色の視認性等に関する主観評価を実

施する（評価に用いた記録シートは参考資料４参照）。 

評価項目は以下のとおりとする。 
○見え方に対する評価 

・ 背景色の見え方 
（カバー装着により、自家用白ナンバー 
 としての色の見え方に変化があるか） 

・ 表面反射による影響 
（表面反射により、文字の見え方に変化 
 があるか） 

○文字の視認性に対する評価 
・ 地域名表示 
・ 分類番号 
・ かな文字 
・ 一連番号 

 

3) 20ｍ位置から、各標記事項が目視により明瞭に読み取れる位置まで

接近し、距離を計測する（図 2 参照）。計測した距離は被験者が記録

シートに記入する。 

4) 照度等の環境条件とカバー種類の組み合わせを変えて、1)～3)を繰り

返し実施する。 

被験者 11 人による 
5 段階評価を実施： 
 １ 非常に見にくい 
 ２ かなり見にくい 
 ３ やや見にくい 
 ４ だいたい見える 
 ５ はっきり見える 
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図 1 視認性実験用ボード 

 

20m

1m

ナンバープレート
（自家用中型標板）

視認性実験用ボード

 

図 2 実験装置 
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② 実験パターン 

実験パターンは、表 3-2 に示す環境条件と表 3-3 に示すカバー種類の

組み合わせにより以下のとおり設定した。 

  40 パターン（＝環境条件 4 種×実験サンプル 10 種（カバー9 種類＋

カバーなしプレート）） 

 

表 3-2 環境条件 

項目 ケース 備考 
照度 2 種 

（200 ルクス、10 ルクス）

・ナンバープレート視認性品質基準に準拠。

・ナンバープレートを中心とした直径 1ｍの

円内の照度を調整する。 
視認角度 2 種 

（正対方位、右 30°） 
・ナンバープレート視認性品質基準では 5 種

（正対方位、左右 15°／30°）。 
・左右対称であることを前提とし、より角度

のきつい右 30°から計測。 
・視認角度については図 3 参照。 

ナンバー

プレート

種類 

白ナンバー（自家用車） ・最も普及している白ナンバーに絞る。 
地域名表示：習志野（関東近辺で最も 

字画・文字数が多い） 
分類番号：199 
かな文字：よ 
一連番号：42-49 

     計  4 種（＝照度 2 種×角度 2 種） 

 

視認性実験用ボード

30°

ナンバープレート

正対方位 右30°

　　　　　　　

 

図 3 視認角度 
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表 3-3 実験サンプル 

項目 ケース 備考 
色 2 色（黒、緑）＋透明 ・市販カバーは、黒、青、ピンク、緑または

透明のいずれかに分類される。 
・市販カバーで最も多い色は黒である。また、

緑については事前に簡易に視認性を確認し

たところ、他の色に比べて視認性への影響

が大きいことが確認されている。 
色濃度 黒：5 段階（色濃度 50％、

60％、70％、80％、90
％） 

緑：3 段階（色濃度 50％、

70％、90％） 

・市販カバーはほぼ色濃度 50～90％の間に分

類される。 

厚み 4mm ・市販カバーはほぼ 4mm 厚。 
     計  9 種類（＝黒色濃度 5 段階＋緑色濃度 3 段階＋透明色） 

 

9 種類の実験サンプルとして、表 3-4 に示すものを使用した。カバー

実態調査で入手したカバー（参考資料 3 参照）の中から、色及び可視光

線透過率（簡易）が実験サンプルの条件に合うものを選択して使用した。

ただし入手したカバーの中に条件に合うものがなかったものについては、

試作品で対応した。 

表 3-4 視認性実験サンプル種類 

色 色濃度 可視光線透過率

（簡易） 調達先 

黒 50％ 53％ 購入 D 社 
 60％ 60％ 購入 B 社 
 70％ 71％ 購入 C 社 
 80％ 83％ 購入 C 社 
 90％ - 試作 - 
緑 50％ 45％ 購入 G 社 
 70％ 68％ 購入 H 社 
 90％ - 試作 - 
クリア - 93％ 購入 A 社 

 

ただし色濃度は、可視光線透過率（簡易）から±5％の幅で設定してい

る。 
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図 4 実験サンプル 

実験パターンの 40 パターンを 1 通りとして、実験日 1 日ごとに 1 通り

の実験を実施した。実験サンプルの提示順は、被験者の慣れによる実験

結果への影響を排除するため、実験日ごとに変更した（実験日ごとのサ

ンプル提示順は参考資料 5 参照）。 

 

③ 被験者数 

   11 人（ナンバープレート視認性品質基準及び実験の信頼性を考慮） 

被験者の要件は以下のとおりとした。 

・ 普通運転免許を所有している。 

・ 矯正視力が 0.7 以上である（視認性実験開始前に視力を測定した）。 

・ 20 代～50 代の男女である。 

・ 実験期間中、被験者の変更は行わない。 
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3.3 結果とまとめ 

(1) 結果 

① 透過率 
まとめ 
○ 可視光線透過率が低いカバーほど、分光透過率が全体的に低くなる傾向にあ

る。このことから、可視光線透過率が低いカバーを装着した場合は、ナンバ

ープレートが全体的に暗く見え、見え方が劣化すると考えられる。（ a)-1、3 ）
○ 緑、青、ピンクなど着色されているカバーを装着した場合は、ナンバープレ

ートの背景色の色合いが変わって見えるようになる。（ a)-2、4、5 ） 
○ 着色カバーを装着した場合は、ナンバープレートの背景色の色合いが変わっ

て見える上に全体的に暗く見えるようになるため、見え方がより劣化すると

考えられる。（ a)-6 ） 
○ ナンバープレートカバーの影響が前照灯と太陽光とでどのように違いがある

かをみると、黒とクリアのサンプルの可視光線透過率は、前照灯と太陽光と

ではほとんど同じ値であったが、緑、青、ピンクなど着色されているサンプ

ルの可視光線透過率は、前照灯と太陽光とでは 2 ポイント程度の差が見られ

た。緑のカバーと青のカバーについては前照灯、ピンクのカバーについては

太陽光で照らされた状態の方がナンバープレートの見え方が劣化する傾向に

ある。（ b) ） 

 

分光光度計により測定した分光透過率の測定結果と、測定結果を用い

て算出した可視光線透過率を示す。各サンプルの実験結果データは参考

資料６に示す。 
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a) 可視光帯域波長の分光透過率測定 

a)-1 黒のサンプルの比較 

黒のサンプル数が多いため、視認性実験に用いたカバー5 種に限定して

可視光帯域波長における分光透過率を示す。 

可視光線透過率が低くなるのに合わせて、どの波長においても分光透

過率が一様に低くなっている。また、No.15 黒試作サンプルにおいて約

390nm 以下の波長における分光透過率が低くなっているほかは、大きな

波長依存は見られない。 

これらの結果から、黒のカバーを装着した場合はナンバープレートの

背景色の色合いはあまり変わらないものの、可視光線透過率が低いカバ

ーを装着することによりナンバープレートの背景色と文字色が暗く見え

るようになり、見え方が劣化すると考えられる。 

 

図 5 に分光透過率を示す。各サンプルについて、3.3 (1)①b)で示す可

視光線透過率を参考データとして図中に付記している（以降の図につい

ても同様）。 

黒（可視光帯域）

0

20

40

60

80

100

380 420 460 500 540 580 620 660 700 740 780

波長(nm)

分
光

透
過

率
（
％

）

No.15 黒試作(89%) No.12 黒C5(79%)
No.11黒C4(64%) No.7 黒B4(59%)
No.13 黒D1(52%)

 

図 5 黒サンプルの分光透過率 
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a)-2 緑のサンプルの比較 

 No.19 緑試作サンプルにおいては、約 390nm 以上の波長における分光

透過率は約 90％になっている。No.19 緑試作サンプル以外のサンプルに

おいては、約 500nm 以下の低波長帯域及び約 650nm 以上の高波長帯域

における分光透過率が低くなる傾向にある。特に、可視光線透過率が低

い No.17 緑 G1 サンプルと No.16 緑 F1 サンプルにおいてその傾向が強

い。 

 これらの結果から、緑のカバーを装着した場合はナンバープレートの

背景色が緑味がかって見える上、可視光線透過率が低いカバーを装着す

ることによりナンバープレートの背景色と文字色が暗く見えるようにな

り、見え方が劣化すると考えられる。 

 

緑（可視光帯域）

0

20

40

60

80

100

380 420 460 500 540 580 620 660 700 740 780

波長(nm)

分
光

透
過

率
（
％

）

No.19 緑試作(90%) No.18 緑H1(57%)

No.17 緑G1(42%) No.16 緑F1(35%)

 

図 6 緑サンプルの分光透過率 
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a)-3 クリアのサンプルの比較 

約 420nm 以下の低波長帯域における分光透過率に違いが見られるが、

約420nm以上の高波長帯域における分光透過率はどちらのサンプルも約

90％で一定になっている。 

この結果から、クリアのカバーを装着した場合はナンバープレートの

背景色の見え方は大きくは変わらないことがわかる。 

 

クリア（可視光帯域）

0

20

40

60

80
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380 420 460 500 540 580 620 660 700 740 780

波長(nm)

分
光

透
過

率
（
％

）

No.20 クリアA1(92%)

No.21 クリアB1(91%)

 

図 7 クリアサンプルの分光透過率 
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a)-4 青のサンプルの比較 

どのサンプルにおいても、約 560nm～660nm 付近の波長（黄、橙）に

おける分光透過率が低い。特に、No.25 青 E1 サンプルと No.23 青 B1 サ

ンプルにおいては、約 520nm～680nm 付近の波長における分光透過率が

低くなっている。 

これらの結果から、青のカバーを装着した場合はナンバープレートの

背景色が青味がかって見える上、可視光線透過率が低いカバーを装着す

ることによりナンバープレートの背景色と文字色が暗く見えるようにな

り、見え方が劣化すると考えられる。 

 

青（可視光帯域）

0

20

40

60

80

100
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No.22 青A1(76%) No.24 青D1(70%)

No.25 青E1(59%) No.23 青B1(58%)

 

図 8 青サンプルの分光透過率 
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a)-5 ピンクのサンプルの比較 

 約 610nm 以上の高波長帯域（橙、赤）における分光透過率が約 84～

89％と一定になっているが、約 610nm 以下の低波長帯域における分光透

過率は、可視光線透過率が低いサンプルの場合に大きく低下している。 

 これらの結果から、ピンクのカバーを装着した場合はナンバープレー

トの背景色がピンクに近い色に変わって見える上、可視光線透過率が低

いカバーを装着することによりナンバープレートの背景色と文字色が暗

く見えるようになり、見え方が劣化すると考えられる。 

 

ピンク（可視光帯域）

0

20

40

60

80

100

380 420 460 500 540 580 620 660 700 740 780

波長(nm)

分
光

透
過

率
（
％

）
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図 9 ピンクサンプルの分光透過率 
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a)-6 可視光線透過率約 50％のサンプルの比較 

可視光線透過率が約 50％のサンプルの分光透過率を比較する。 

黒のカバーについては、全ての波長において分光透過率に大きな変動

がないため、カバーを装着した場合にナンバープレートの背景色の色合

いに変化が生じないことがわかる。 

また、緑と青のカバーについては、波長によっては部分的に分光透過

率が低い部分があるなど、分光透過率は一定ではない。このため、カバ

ーを装着した場合にナンバープレートの背景色の色合いに変化が生じる

ことがわかる。 

着色カバーを装着した場合は、背景色の色合いに変化が生じる上に全

体的に暗く見えるようになり、見え方の劣化の度合いがより大きくなる

と考えられる。 

 

可視光線透過率約50％の
サンプル（可視光帯域）
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No.7 黒B4(59%) No.13 黒D1(52%)

No.18 緑H1(57%) No.23 青B1(58%)

 

図 10 可視光線透過率約 50％のサンプルの分光透過率 
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b) 可視光線透過率の算出（前照灯・太陽光） 

b)-1 黒のサンプルの比較 

 黒のサンプル数が多いため、視認性実験に用いたカバー5 種に限定して

可視光線透過率を示す。 

 前照灯と太陽光とでは可視光線透過率の違いはほとんど見られない。

カバーを装着した場合、夜間に車の前照灯で照らされた状態と、昼間の

太陽光下の状態とでは、ナンバープレートの見え方に違いはないと考え

られる。 

 

図 11 に光源別の可視光線透過率を示す。図中の各サンプル名の後に記

述してある数値は、前照灯における可視光線透過率を四捨五入した値で

ある（以降の図についても同様）。 

 

黒（可視光線透過率）
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A光（前照灯） 88.6 79.1 63.5 58.9 51.8 

D65（太陽光） 88.5 79.0 63.3 59.0 51.5 

No.15 黒
試作(89%)

No.12 黒
C5(79%)

No.11黒
C4(64%)

No.7 黒
B4(59%)

No.13 黒
D1(52%)

 

図 11 黒サンプルの可視光線透過率 
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b)-2 緑のサンプルの比較 

前照灯と太陽光における可視光線透過率を比較すると、可視光線透過

率が低いサンプルにおいては違いがほとんど見られない。 

緑（可視光線透過率）
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A光（前照灯） 89.6 56.8 41.7 34.6 

D65（太陽光） 89.9 58.4 42.7 34.1 

No.19 緑試
作(90%)

No.18 緑
H1(57%)

No.17 緑
G1(42%)

No.16 緑
F1(35%)

 

図 12 緑サンプルの可視光線透過率 

 

b)-3 クリアのサンプルの比較 

 前照灯と太陽光とでは、可視光線透過率はほぼ同じ値である。 

クリア（可視光線透過率）
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A光（前照灯） 91.8 91.1 

D65（太陽光） 91.8 90.9 

No.20 クリアA1(92%) No.21 クリアB1(91%)

 
図 13 クリアサンプルの可視光線透過率 
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b)-4 青のサンプルの比較 

前照灯と太陽光における可視光線透過率を比較すると、可視光線透過

率の違いに依らず、前照灯における可視光線透過率に比べて太陽光にお

ける可視光線透過率のほうが 1.2～2.8 ポイント高い。 

青（可視光線透過率）
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100.0
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（
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）

A光（前照灯） 75.7 69.6 59.2 57.6 

D65（太陽光） 77.1 70.8 62.0 60.2 

No.22 青
A1(76%)

No.24 青
D1(70%)

No.25 青
E1(59%)

No.23 青
B1(58%)

 
図 14 青サンプルの可視光線透過率 

 

b)-5 ピンクのサンプルの比較 

前照灯と太陽光における可視光線透過率を比較すると、どちらのサン

プルも、前照灯における可視光線透過率に比べて太陽光における可視光

線透過率のほうが 1 ポイント程度低い。 

ピンク（可視光線透過率）
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A光（前照灯） 82.1 70.8 

D65（太陽光） 80.9 68.5 

No.26 桃A1(82%) No.27 桃E1(71%)

 

図 15 ピンクサンプルの可視光線透過率 
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② 視認性 

 実験結果を参考資料７に示す。また、視認性実験に使用した実験サン

プルの可視光線透過率を表 3-5 に示す。 

表 3-5 実験サンプルの可視光線透過率 

計測値 
実験サンプル 可視光線 

透過率 
可視光線 

透過率（簡易） 
黒 50％ 52％ 53％ 
 60％ 59％ 60％ 
 70％ 64％ 71％ 
 80％ 79％ 83％ 
 90％ 89％ - 
緑 50％ 42％ 45％ 
 70％ 57％ 68％ 
 90％ 90％ - 
クリア - 92％ 93％ 
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a) ナンバープレート標記事項の視認距離 
まとめ 
○ 暗い時に可視光線透過率が低いカバーを装着すると、一連番号の視認距離が

著しく劣化する。（ a)-1 ） 
○ 可視光線透過率約 80％以下のカバーを装着すると、視認距離劣化の度合いが

大きい。（ a)-1 ） 
○ 可視光線透過率約 90％のカバー及びクリアカバーについては、視認角度をつ

けた時に地域名表示等の小さな文字の視認距離が若干短くなっているもの

の、カバーそのものによる視認距離劣化につながる大きな影響は見られない。

（ a)-1 ） 
○ 暗い時の視認距離劣化の度合いは、視力 1.5 の人のほうが大きい。（ a)-2 ）

 

a)-1 可視光線透過率、環境条件の違いによる視認距離の違い 

 環境条件（照度、視認角度）を変化させた場合について、カバーなし

の場合の視認距離との差分平均を比較する。ただし視認距離の差分平均

とは、被験者各人について、同じ環境条件の下でカバーを変えて測った

視認距離とカバーなしの場合の視認距離との差を求め、それを平均した

値である。負の値である場合は「カバー装着により視認距離が劣化した」

と見なし、正の値である場合は「カバー装着により視認距離が向上した」

と見なす（以降同様）。 

・ 地域名表示等の小さな文字は、環境条件を変化させてもカバー装着に

よる視認距離劣化の度合いはそれほど大きくない（図 16 参照）。 
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図 16 環境条件の違いによる比較 地域名表示 視認距離差分 

 



ナンバープレートカバーに関する調査検討 

 30

・ 一方、一連番号の大きな文字については、環境条件を変化させること

による視認距離劣化の度合いが大きい。特に、10 ルクス時に色の濃

いカバー（黒 52％、緑 42％）を装着した場合は、視認距離が大きく

劣化している（図 17 参照）。 
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図 17 環境条件の違いによる比較 一連番号 視認距離差分 

 

・ カバー装着による視認距離劣化の傾向は、10 ルクス時に可視光線透

過率約 80％以下のカバーを装着した場合に現われる（図 16、図 17

参照）。 

・ クリア及び可視光線透過率約 90％のカバーを装着した場合、地域名

表示等の小さな文字については、視認角度をつけた場合に視認距離が

劣化する傾向にある。一方、一連番号の大きな文字については、200

ルクス時に正面から見た場合の視認距離が劣化しているものの、その

他の環境条件においては視認距離劣化の影響は見られない（図 16、

図 17 参照）。 
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a)-2 視力の違いによる視認距離の違い 

視力 1.5 の人（のべ 12 人）と視力 0.7 の人（のべ 4 人）について、カ

バーなしの場合の視認距離との差分平均を比較する。 

・ 視力 0.7 の人よりも視力 1.5 の人のほうが、カバー装着による視認距

離劣化の度合いが大きい。この傾向は、10 ルクス時に、地域名表示

等の小さな文字を見た場合に特に現われている（図 18 参照）。 
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図 18 視力の違いによる比較 地域名表示 視認距離差分 
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・ 一連番号の大きな文字については、200 ルクス時には視力 0.7 の人の

ほうがカバー装着により視認距離劣化の傾向が見られる（視力 1.5 の

人は、カバーを装着しても大きな文字であれば視認できる）。ただし、

10 ルクス時に色の濃いカバー（緑 42％）を装着した場合は、視力 1.5

の人の視認距離劣化の度合いが大きい（図 19 参照）。 
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一連番号　視認距離差分（平均）　10ルクス・正面
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図 19 視力の違いによる比較 一連番号 視認距離差分 
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b) ナンバープレート視認の難易度（見え方に対する主観評価） 
まとめ 
○ 背景色の見え方については、有色・無彩色の場合とも、可視光線透過率約 70％

以下のカバーを装着した場合に視認性が劣化する。（ b)-1 ） 
○ 明るい時にカバーを装着した場合、視認性を劣化させるのは表面反射の影響

である。（ b)-1 ） 
○ 環境条件の変化に依らず、カバー装着により視認性は劣化する。（ b)-2 ） 
○ 可視光線透過率約 90％のカバーについては、装着による視認性劣化の影響は

見られない。（ b)-2 ） 
○ 緑のカバーは背景色の見え方への影響が大きい。一方、黒のカバーは表面反

射による視認性劣化の影響が大きい。（ b)-3 ） 
○ 暗い時に可視光線透過率が低いカバーを装着した場合、視認性劣化の度合い

は視力 1.5 の人のほうが大きい。（ b)-4 ） 

 

b)-1 可視光線透過率の違いによる評価の違い 

 色及び可視光線透過率の異なるカバーについて、評価別の被験者数を

比較する。 

・ 背景色の見え方について「非常に見にくい」「かなり見にくい」「やや

見にくい」と評価した件数を比較すると、有色（緑）かつ可視光線透

過率 57％以下のカバーを装着した場合に「見にくい」とする評価が

多く、背景色の見え方への影響が大きい。一方、無彩色（黒）のカバ

ーについては、10 ルクス時に可視光線透過率 63％以下のカバーを装

着した場合に「見にくい」とする評価が多い（図 20 参照）。 

背景色の見え方については、可視光線透過率約 70％以下のカバーを

装着した場合に視認性が劣化することがわかる。 



ナンバープレートカバーに関する調査検討 

 34

 
背景色の見え方　評価件数　200ルクス・正面

0

5

10

15

20

25

カ
バ

ー
な

し

ク
リ

ア

黒
5
2%

黒
5
9%

黒
6
4%

黒
7
9%

黒
8
9%

緑
4
2%

緑
5
7%

緑
9
0%

はっきり見える

だいたい見える

やや見にくい

かなり見にくい

非常に見にくい

 
背景色の見え方　評価件数　10ルクス・正面
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図 20 評価件数 背景色の見え方 
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・ 表面反射の影響について「はっきり見える」と評価した件数を比較す

ると、背景色の見え方に比べて「見える」とする評価が少ない。この

傾向は、特に 200 ルクス時に顕著に現れている（図 20、図 21 参照）。 

明るい時にカバーを装着した場合、視認性を劣化させる要因としては

表面反射の影響がより大きいことがわかる。 
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表面反射による影響　評価件数　10ルクス・正面
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図 21 評価件数 表面反射による影響 
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b)-2 環境条件の違いによる評価の違い 

 環境条件（照度、視認角度）を変化させた場合について、カバーなし

の場合の評価との差分平均を比較する。ただし評価の差分平均とは、被

験者各人について、同じ環境条件の下でカバーを変えた場合の評価とカ

バーなしの場合の評価との差を求め、それを平均した値である。負の値

である場合は「カバー装着により視認性が劣化した」と見なし、正の値

である場合は「カバー装着により視認性が向上した」と見なす（以降同

様）。 

・ 環境条件の変化に依らず、カバー装着により視認性が劣化している。

特に、緑 42％のカバーを装着した場合に視認性劣化の度合いが著し

い（図 22 参照）。 

・ クリア及び可視光線透過率約 90％のカバーを装着した場合、カバー

装着による視認性劣化の影響は見られない（図 22 参照）。 
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図 22 環境条件の違いによる比較 背景色の見え方 評価差分 
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b)-3 視認性に与える影響への評価の違い 

 異なる評価項目について、カバーなしの場合の評価との差分平均を比

較する。 

・ 背景色の見え方への影響と、表面反射の影響を比較すると、有色（緑）

のカバーを装着した場合は背景色の見え方への影響が大きい。一方、

無彩色で色が薄い（黒 63％以上）のカバーを装着した場合は、背景

色の見え方への影響は小さいが、表面反射の影響による視認性劣化の

影響が大きい（図 23 参照）。 
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図 23 評価項目の違いによる比較 
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b)-4 視力の違いによる評価の違い 

視力 1.5 の人と視力 0.7 の人について、カバーなしの場合の評価との差

分平均を比較する。 

・ 視力 0.7 の人は、明るさによらず視認性が劣化する程度はほぼ同じで

あるが、視力 1.5 の人は 10 ルクス時に色の濃いカバー（黒 52％、緑

42％）を装着した場合に特に視認性が劣化している（図 24 参照）。 
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図 24 視力の違いによる比較 背景色の見え方 評価差分 

 



 

 39

c) ナンバープレート視認の難易度（文字の視認性に対する主観評価） 
まとめ 
○ 暗い時に角度をつけて見た場合に、一連番号の視認性が著しく劣化する。

（ c)-1 ） 
○ 小さな文字よりも大きな文字のほうが、環境条件の変化により視認性が大き

く劣化する。（ c)-2 ） 
○ 可視光線透過率約 80％以下のカバーを装着した場合に視認性劣化の傾向が現

れる。（ c)-2 ） 
○ 可視光線透過率約 90％のカバー及びクリアカバーでは、視認性劣化への大き

な影響は見られない。（ c)-2 ） 
○ 暗い時に色の濃いカバーを装着すると、一連番号の視認性が著しく劣化する。

（ c)-3 ） 

 

c)-1 可視光線透過率の違いによる評価の違い 

 色及び可視光線透過率の異なるカバーについて、評価別の被験者数を

比較する。 

・ 一連番号の大きな文字について「はっきり見える」と評価した件数を

比較すると、10 ルクス時右 30°から見た場合、可視光線透過率約

80％以下のカバーを装着した時に「見える」とする評価が特に少なく

なっている（図 25 参照）。 
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一連番号　評価件数　200ルクス・正面
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一連番号　評価件数　10ルクス・右30°
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図 25 評価件数 一連番号 
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c)-2 環境条件の違いによる評価の違い 

 環境条件（照度、視認角度）を変化させた場合について、カバーなし

の場合の評価との差分平均を比較する。ただし評価の差分平均とは、被

験者各人について、同じ環境条件の下でカバーを変えた場合の評価とカ

バーなしの場合の評価との差を求め、それを平均した値である。負の値

である場合は「カバー装着により視認性が劣化した」と見なし、正の値

である場合は「カバー装着により視認性が向上した」と見なす（以降同

様）。 

・ 地域名表示等の小さな文字は、環境条件を変化させてもカバー装着に

よる視認性劣化の度合いはそれほど変化しない（図 26 参照）。 
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図 26 環境条件の違いによる比較 地域名表示 評価差分 
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・ 一方、一連番号の大きな文字については、環境条件を変化させること

により視認性劣化の度合いが大きくなっている。特に、10 ルクス時

に有色（緑）の色の濃いカバー（緑 42％）を装着した場合は、視認

性が大きく劣化している（図 27 参照）。 
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図 27 環境条件の違いによる比較 一連番号 評価差分 

 

・ カバー装着による視認性劣化の傾向は、可視光線透過率約 80％以下

のカバーを装着した場合に現われる（図 26、図 27 参照）。 

・ クリア及び可視光線透過率約 90％のカバーを装着した場合、視認性

劣化への大きな影響は見られない（図 26、図 27 参照）。 
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c)-3 視力の違いによる評価の違い 

視力 1.5 の人と視力 0.7 の人について、カバーなしの場合の評価との差

分平均を比較する。 

・ 視力 0.7 の人は、明るさや視認角度によらず、全ての文字について視

認性の評価が「非常に見にくい」であった（図 28 参照）。 

・ 一方視力 1.5 の人は、地域名表示等の小さな文字については視認性が

劣化する度合いは小さい。だが一連番号の大きな文字については、10

ルクス時に色の濃いカバー（黒 52％、緑 42％）を装着した場合に視

認性が劣化する程度が大きい（図 28 参照）。 

 
地域名表示　評価差分（平均）　10ルクス・正面

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

カ
バ

ー
な

し

ク
リ

ア

黒
5
2%

黒
5
9%

黒
6
4%

黒
7
9%

黒
8
9%

緑
4
2%

緑
5
7%

緑
9
0%

評
価

視力1.5

視力0.7

 
一連番号　評価差分（平均）　10ルクス・正面

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

カ
バ

ー
な

し

ク
リ

ア

黒
5
2
%

黒
5
9
%

黒
6
4
%

黒
7
9
%

黒
8
9
%

緑
4
2
%

緑
5
7
%

緑
9
0
%

評
価

視力1.5

視力0.7

 
図 28 視力の違いによる比較 プレート標記事項 評価差分 
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d) その他 

被験者から以下の意見が挙げられた。 

・ 視認角度をつけた場合に、カバー装飾として付属しているフレームに

より文字が隠されて見えなくなる。 

・ フレームが反射して文字が見にくい。 

 

 



 

 45

(2) まとめ 

 カバー装着により視認性に与える影響として以下のことが明らかにな

った。 

・ カバー装着により、暗い時の視認性が劣化する。 

・ 特に視力 1.5 の人は視認性の劣化の程度が大きくなる傾向にある。 

・ 暗い時にカバーを装着した場合、一連番号の視認性が著しく劣化する。 

 

カバーの可視光線透過率及び着色有無と視認性の関係として以下のこ

とが明らかになった。 

・ 可視光線透過率約 80％以下のカバーを装着した場合に、視認性が劣

るとする評価が多い。 

・ 可視光線透過率約 90％（クリア含む）のカバーについては、視認性

への影響はないとする評価であったが、暗いときに視認角度をつけて

見た場合に地域名表示等の小さな文字の視認距離が短くなっており、

視認性劣化の影響が部分的に現われている。 

・ 緑などの色がついているカバーについては、背景色の視認性が劣化し

たとする評価であった。一方、無彩色（黒色）で可視光線透過率約

70％以上のカバーについては、背景色の視認性への影響は少ないもの

の、明るい時に表面反射による視認性劣化の影響があったとする評価

であった。 

 

また、カバーの分光透過率を計測した結果からも、色がついているカ

バーについては背景色の視認性を劣化させることや、可視光線透過率が

低いカバーを装着した場合は背景色と文字色が暗く見えるようになり、

視認性が劣化することが確認できている。 

 

これらの実測調査により、カバー装着がナンバープレートの視認性に

悪影響を与えることが確認された。特に、暗い時の視認性が劣化する度

合いが大きく、視力が良い人でも、ナンバープレート上で最も字体が大

きい一連番号の視認性が劣化している。 



ナンバープレートカバーに関する調査検討 

 46

また、可視光線透過率が低いカバーについては視認性を劣化させると

する評価であったが、可視光線透過率が高いカバーについても角度をつ

けて見たときに小さな文字の視認距離が短くなっており、照度や視認角

度等の環境条件によっては視認性劣化の影響があると考えられる。可視

光線透過率が高いカバーについては、視認性を劣化させる環境条件につ

いてさらに検証が必要であるものの、着色の有無や色の濃淡に依らず、

カバー装着は視認性に対して悪影響を与えていると考えることができる。 
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4. カバーにかかる海外の法的対策例調査 

 

4.1 方法 

 カバー対策の制度化に向け、カバーにかかる海外の法的対策例を調査

した。調査対象国は英語圏を中心とし、カナダ、米国、英国、ドイツと

した。 

 カナダ及び米国については、法令データベース Lexis.com 

（www.lexis.com/内）において州法を検索し、法文の Section に「number 

plate」の語が含まれるものからカバー対策に関する条文を抽出すること

により調査を行った。 

 また、米国の一部と英国、ドイツについては、（社）全国自動車標板協

議会の「米国の自動車標板事情調査報告書（2001）」及び「ヨーロッパ自

動車標板事情調査報告書（1993）」から該当条文を抽出した。 

 

4.2 結果とまとめ 

(1) 結果 

各国法令から抽出した条文について、カバー対策との関連を検討した。

表 4-1 に各国法令の関連条文と、カバー対策との関連に関する検討結果

を示す。また、抽出した条文の詳細は参考資料８に示す。 

表 4-1 各国法令とカバー対策との関連 

×：カバー装着は全て不可  
△：条件付でカバー装着可能 

国 地域 条文内容（関連部分の抜粋） カバー対策との関連 
米
国 

コロラド州 ナンバープレートははっきり見えるようにその底部か

ら計測して地上から 12 インチ以下の高さにならない

位置で水平に固定し、常に異物が付着しないようにし、

はっきりと判読できる状態にしておかなければならな

い。 

× 
カバーは全て装着不可 

 コネチカッ

ト州 
公式のナンバープレートにプレートや各種装置、付属

品を装着したり、覆ったりしてはならない。 
× 
カバーは全て装着不可 

 デラウェア

州 
全てのナンバープレートは常に（中略）指定された車

両に安全に固定され、無関係のものが付着せず明確に

判読できる状態に保たれていなくてはならない。 

× 
カバーは全て装着不可 
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国 地域 条文内容（関連部分の抜粋） カバー対策との関連 

 ハワイ州 ナンバープレートは、常に完全に視認できるように表

示し、十分にクリーンでなければならない。 
△ 
ナンバープレートが完

全に視認できる透明の

カバーであれば装着可

能 

 ジョージア

州 
ナンバープレートは、材質が透明なもの以外のもので

覆ってはならない。ナンバープレートの明瞭な表示及

びその読みやすさを妨げるいかなる装置も（中略）取

り付けてはならない。 

△ 
透明のカバーであれば

装着可能 

 マサチュー

セッツ州 
ナンバープレートはナンバーが判読可能な状態でクリ

ーンに保たれねばならず、ナンバーを遮蔽するいかな

るものによっても覆われてはならない。 

△ 
ナンバーを遮蔽しない

透明のカバーであれば

装着可能 

 ニューハン

プシャー州 
ナンバープレートもしくは当局から提供されたプレー

トを、当局から発行された有効期限表示つきの承認ス

テッカーと一緒に明白に提示しなくてはならない。（中

略）プレートはクリーンに保たれなければならない。

△ 
ナンバープレートが明

白に提示されていれば

カバーを装着可能 

 ニューヨー

ク州 
ナンバープレートはクリーンかつ容易に判読可能な状

態に保たれなければならない。プレートはガラスやプ

ラスチックで覆われてはならない。プレートは、これ

を隠す、遮蔽する、またはプレートの記録・撮影の際

の映像を歪めるような、いかなる人工もしくは合成の

物質によっても意図的に覆われてはならない。 

× 
カバーは全て装着不可 

カ
ナ
ダ 

オンタリオ

州 
全てのナンバープレートは汚れや遮蔽物のない状態に

保たれなくてはならない。プレートは、番号を含んだ

全体が常に明白に見ることができる状態で固定されな

くてはならない。 

△ 
ナンバープレートを遮

蔽しない透明のカバー

であれば装着可能 

英
国 

－ ナンバープレートまたは表示されている標識が多少と

も不鮮明になり、または容易に識別できないようにさ

れ、若しくはそのように放置されているときは、その

車両を運転している者または当該車両が運転されてい

ないときはそれを保有する者は違反行為を犯したもの

とされる。 

△ 
透明のカバーであれば

装着可能 

ド
イ
ツ 

－ ナンバープレートは浮出しにすることができる。また、

鏡のように光ってはならない。また、覆われたり汚さ

れたりしてはならない。 

× 
カバーは全て装着不可 

 

「カバーは全て装着不可」と考えられる条文については、ナンバープ

レートを覆うものを装着したり、無関係の異物を装着してはならないと

明示されている。 

一方、条件付きで「カバー装着可能」と考えられる条文については、

カバー装着有無によらずプレート標記事項の視認性が十分に確保されて
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いることが条件として挙げられている。視認性がどの程度確保されてい

ればよいのか明示されている条文は抽出されなかったが、ジョージア州

においては「透明なもの以外のもので覆ってはならない」と明示されて

おり、透明なカバー以外を装着した場合は視認性が確保されていないと

判断されると考えられる。 

 

(2) まとめ 

海外においては、全てのカバーまたは透明なカバー以外のカバーの装

着が法令で禁止されている事例がある。 

条文の内容を見ると、全てのカバーを禁止している条文においてはナ

ンバープレートを覆ったり隠すことが禁止されている。また透明なもの

など一部を除いたカバーの装着が禁止されている条文においては、ナン

バープレートの視認性を妨げるものを装着することが禁止されている。 

海外においても、ナンバープレートの視認性確保が重要視され、それ

を妨げるものについて法的対策がなされていることがわかる。 

 

 



5. カバー対策に関する提言と今後の課題 

 

(1) 提言 

 実測調査により、着色の有無や色の濃淡に依らず、カバー装着は視認

性阻害要因となることが確認できた。 

 有色で可視光線透過率の低い（色が濃い）カバーを装着した場合は、

背景色の見え方に大きく影響を与えたという結果であった。ナンバープ

レートの色は品質基準で定められており、この基準を逸脱する恐れのあ

るカバー装着については何らかの法的対策が必要である。 

また、表面が平坦なカバーを装着することにより、プレート文字のエ

ンボス加工が平面化され、エンボス加工による文字の視認性向上効果の

低下という影響が懸念される。道路運送車両法施行規則において「自動

車登録番号は、浮出しとすること」と定められており、カバー装着によ

り文字が平面化されることの是非については十分に検討する必要がある。 

カバー対策実施に関する要望が国民から寄せられていること、カバー

装着により視認性が劣化することの影響は、ナンバープレートの偽変造

の判別を困難にすることにもつながり、社会秩序維持の点からも大きな

問題である。仮に、可視光線透過率が一定以上のカバーに関しては使用

を認めるとした場合も、経年変化による透過率の劣化等への対応策を明

らかにした上で認めるべきである。また、諸外国法令においては明示的

に全てのカバーを禁止している事例も見られる。 

わが国においても、カバー装着に関する全般的な法的対策の必要性は

高い。今後、カバー対策の制度化について具体的な検討を進めていく必

要がある。 
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今後の課題 

 カバーの法的対策が検討される際には、今回の検討結果を参考に、さ

らに詳細に分析が行われると思われるが、これに加えて今後検討の必要

がある課題を挙げる。 

 

① カバー透過率への経年使用の影響 

今回は新品のカバーで実験を行ったが、使用過程においてカバー表面

の傷付きや経年変化による素材の劣化及び退色により、カバー透過率は

日々劣化していくと考えられる。カバー装着の可否を判断するにあたり、

特に可視光線透過率の高いカバーについて経年変化の影響を確認する必

要がある。 

 

② カバー装着によるプレート背景色視認性への影響 

カバー装着により、ナンバープレート背景色の見え方がナンバープレ

ート色の品質基準に適合しなくなる可能性が指摘されている。カバー装

着による背景色の変色程度を調査し、影響の大きさを確認するとともに、

対応方針を検討する必要がある。 

 

③ カバー対策の制度化に際しての課題 

カバー対策の制度化に際しては、以下の事項について実務面での対応

を検討する必要がある。 

・ 現行法（道路運送車両法、道路交通法等）との整合 

・ 検査場での検査の可能性と、検査実施にかかるリソース面での課題 

・ 街頭検査の可能性と、検査実施にかかるリソース面での課題 

・ 既存カバー類（既存不適格）への遡及適用 等 
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参考資料 1 道路運送車両法令（抜粋） 

 

（１）道路運送車両法 

（自動車登録番号標の封印等） 

第十一条 

 自動車の所有者は、前条の規定により自動車登録番号の通知を受けた

ときは、当該番号を記載した自動車登録番号標を国土交通大臣又は第二

十五条の自動車登録番号標交付代行者から交付を受け、国土交通省令で

定めるところによりこれを当該自動車に取り付けた上、国土交通大臣又

は第二十八条の三第一項の規定による委託を受けた者の行う封印の取付

けを受けなければならない。 

２ 前項の規定は、自動車登録番号標が滅失し、き損し、若しくは第三

十九条第二項の規定に基づく国土交通省令で定める様式に適合しなくな

り、又はこれに記載された自動車登録番号の識別が困難となつた場合に

ついて準用する。この場合において必要となる自動車登録番号標の取り

外し又は封印の取り外し若しくは取付けは、国土交通大臣（政令で定め

る離島にあつては、国土交通大臣又は政令で定める市町村の長。以下こ

の条において同じ。）が行うものとする。 

 

（自動車登録番号標等の表示の義務） 

第十九条 

 自動車は、国土交通省令で定めるところにより、第十一条第一項（同

条第二項及び第十四条第二項において準用する場合を含む。）の規定によ

り国土交通大臣又は第二十五条の自動車登録番号標交付代行者から交付

を受けた自動車登録番号標及びこれに記載された自動車登録番号を見や

すいように表示しなければ、運行の用に供してはならない。 

 

第百九条 

 次の各号のいずれかに該当する者は、五十万円以下の罰金に処する。 

一 第十一条第一項（同条第二項及び第十四条第二項において準用する
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場合を含む。）、第十一条第三項若しくは第五項、第十九条、第二十条第

四項、第五十四条の二第四項、第六十三条第六項、第七十三条第一項（第

九十七条の三第二項において準用する場合を含む。）又は第九十八条第三

項の規定に違反した者  

 

（２）道路運送車両の保安基準 

（番号灯） 

第三十六条 

 自動車の後面には、番号灯を備えなければならない。ただし、最高速

度二十キロメートル毎時未満の軽自動車及び小型特殊自動車にあつては、

この限りでない。 

２ 番号灯は、夜間に自動車登録番号標、臨時運行許可番号標、回送運

行許可番号標又は車両番号標の番号等を確認できるものとして、灯光の

色、明るさ等に関し告示で定める基準に適合するものでなければならな

い。 

３ 番号灯は、その性能を損なわないように、かつ、取付位置、取付方

法等に関し告示で定める基準に適合するように取り付けられなければな

らない。 

 

（３）道路運送車両法施行規則 

（自動車登録番号標の取付け位置） 

第七条 

 法第十一条第一項（同条第二項及び第十四条第二項において準用する

場合を含む。）及び第五項並びに法第二十条第四項の規定による自動車登

録番号標の取付けは、自動車の前面及び後面の見やすい位置に確実に行

うものとする。ただし、三輪自動車、被牽引自動車又は国土交通大臣の

指定する大型特殊自動車にあつては、前面の自動車登録番号標を省略す

ることができる。 

 

（自動車登録番号標等の表示） 
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第八条の二 

 法第十九条の規定による自動車登録番号標及びこれに記載された自動

車登録番号の表示は、自動車の運行中自動車登録番号が判読できるよう

に、自動車登録番号標を自動車の前面及び後面の見やすい位置に確実に

取り付けることによつて行うものとする。ただし、三輪自動車、被牽引

自動車又は国土交通大臣の指定する大型特殊自動車にあつては、前面の

自動車登録番号標を省略することができる。 

 

（自動車登録番号標の様式等） 

第十一条 

 自動車登録番号標は、第一号様式による。 

２ 前項の規定にかかわらず、宮内庁の所管に属する自動車であつて、

専ら天皇、皇后又は皇太后の用に供すべきものの自動車登録番号標は、

第一号様式の二による。 

３ 自動車登録番号標は、次の各号に適合するものでなければならない。 

一 金属製のもの又は金属及び透明材料を用いたものであること。 

二 使用に十分耐える厚さ及び硬度を有するものであること。 

三 腐しよく、さび又はき裂の生ずるおそれの少ないものであること。 

四 塗装の色が変わり又はあせるおそれの少ないものであること。 

五 塗膜のはげ落ち又はき裂の生ずるおそれの少ないものであること。 
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参考資料２ ナンバープレート視認性品質基準に関する通達（抜粋） 

 

（１）自動車登録番号標等の品質基準 昭和 38 年 10 月 3 日 自管第 76 号依命

通達（一部抜粋） 

 自動車登録番号標、車両番号標、臨時運行許可番号標及び臨時運転番

号標（以下「番号標」という。）の品質を向上するための施行規則第 11

条第 3 項に定められた番号標の材質、外観等の具体的基準は次の通りで

あるので、番号標がこの基準に適合するよう常時指導監督を行うこと。 

(1) 材質（略） 

(2) 外観（略） 

(3) 工作（略） 

(4) 塗色 

 番号標の塗色が、次の基準に適合していること。 

(イ) 塗色がそれぞれ施行規則第 1 号様式、第 1 号様式の 2、第 3 号様式、

第 3 号様式の 2、第 14 号様式及び第 17 号様式の規定に適合しているこ

と。 

(ロ) 塗色が、次表の左欄に掲げる色について中欄に掲げる色を標準とし、

右欄に掲げる許容範囲内にあること。 

 

（参考）については、昭 49 年 9 月 30 日付自管第 153 号、自車第 706 号

により自動車局長より、軽自動車検査協会長あて通達したもの。 

 

(ハ) 塗色は、それぞれの塗色について、標準限界色票（財団法人日本色

彩研究所製作）との視認による直接比較によって確認すること。 
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(ニ) 塗色は(6)汚染性 (8)耐塩水性 及び(9)耐揮発油性に掲げる基準に適

合させた後においても(ロ)に掲げる基準に適合していること。 

 

(5) 視認性 

番号表の視認性が次の基準に適合していること。 

(イ) 照度が一様に 200 ルクス程度の場所で、地上 1 メートルの高さの位

置に番号標を横長に垂直に保持した場合に、番号標から 20 メートルの距

離をへだてて、番号標に正対した位置並びに番号標の中心点と観察者と

を結ぶ線が、番号標の板面に対し左右それぞれ 15 度及び 30 度の角度と

なる位置から番号標に表示された文字等が明瞭に識別できること。 

 (ロ) 暗夜又は暗室等において、地上 1 メートルの高さの位置に番号標

を横長に垂直に保持し、番号標板面における照度を 10 ルクスに証明した

場合に、番号標から 20 メートルの距離をへだてて、番号標に正対した位

置並びに番号標の中心点と観察者とを結ぶ線が、番号標の板面に対し左

右それぞれ 15 度及び 30 度の角度となる位置から番号標に表示された文

字等が明瞭に識別できること。 

（注）視認性は 3 人以上（奇数）の視力の正常な観察者によって確認す

ること。 

 

(6) 汚染性（略） 

(7) 耐衝撃性（略） 

(8) 耐塩水性（略） 

(9) 耐揮発油性（略） 
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参考資料３ 収集したカバーの一覧 

 

店頭またはインターネット上で入手したカバーの一覧を示す。 

 透過率及び厚さについては、市販の計測装置で簡易に計測した値を記述して

いる。 

 

メ
ー
カ 

色番 
視認性 
実験 

サンプル 
色 材質 特徴（製品パッケージに記載） 

可
視
光
線

透
過
率

（
簡
易
）

厚
さ
㎜ 

赤外線 
吸収反射

入手 
経路 

Ａ
社 

黒
A1 

 ス
モ
ー
ク 

不明 フロントリアセットのスモークカ
バー付ダイキャストフレーム 
リアは封印を外さずに取付できる
ボルトは錆びに強いステンレス 
プレートの曲がり、ゆがみ、汚れ、
傷などから守る 

64 4 なし 店頭 

 

黒
A2 

 ス
モ
ー
ク 

不明  64  なし 店頭 

 

黒
A3 

 ス
モ
ー
ク 

不明  66  なし 店頭 

 

ク
リ
ア
A1 

○ 
クリア 

ク
リ
ア 

不明  93  なし 店頭 

 
青
A1 

 ブ
ル
ー 

不明  76  なし 店頭 
 

桃
A1 

 ピ
ン
ク 

不明  82  なし 店頭 

Ｂ
社 

黒
B1 

 ク
リ
ア 

ス
モ
ー
ク 

不明 クロームメッキフレームと曲面タ
イプのカバーのセット 
フロントフェイスは 1500R の曲面
形状で車体に合うエアロ形状 
ナンバープレートを軽い接触等に

よる傷、曲がり等から保護 
汚れを防ぎ、水洗いも簡単 
カタカタ音をなくすパッキン付き

54  なし 店頭 
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メ
ー
カ 

色番 
視認性 
実験 

サンプル 
色 材質 特徴（製品パッケージに記載） 

可
視
光
線 

透
過
率 

（
簡
易
） 

厚
さ
㎜ 

赤外線 
吸収反射

入手 
経路 

 

黒
B2 

 ク
リ
ア 

ス
モ
ー
ク 

PMMA
＊6 

 56  なし 店頭 

 

黒
B3 

 ク
リ
ア 

ス
モ
ー
ク 

不明 クロームメッキのフレームとフラ
ットタイプのカバーのセット 
ナンバープレートを軽い接触等に
よる傷、曲がり等から保護 
汚れを防ぎ、装着後にカバー部分だ
け取り外して洗車することも可 

59  なし 店頭 

 

黒
B4 

○ 
黒 60％ 

ク
リ
ア 

ス
モ
ー
ク 

PMMA  60  なし 店頭 

 

ク
リ
ア
B1 

 ク
リ
ア 

不明 取り付け簡単 
ナンバープレートを衝撃、傷から保
護 
カタカタ音を無くすパッキン付き
水洗いも簡単 

94 4 なし 店頭 

 

青
B1 

 ク
リ
ア 

ブ
ル
ー 

不明 カバーの中にフレームを内蔵 
取り付け簡単 
リアは封印を外さずに取付できる
プレートを衝撃、傷から保護 
汚れを防ぎ、水洗いも簡単 

57  なし 店頭 

Ｃ
社 黒

C1 

 ス
ー
パ
ー 

ブ
ラ
ッ
ク 

PC＊7 高級感のあるシャープなエッジフ
ォルムと厚肉設計 
錆びないステンレスボルトと汚れ
防止のスポンジテープ 
ドレスアップやプレートの保護 

57 5 なし 店頭 

 

黒
C2 

 ブ
ラ
ッ
ク 

PC  61  なし 店頭 

 

黒
C3 

 ラ
イ
ト 

ス
モ
ー
ク 

PC  68  なし 店頭 
 

黒
C4 

○ 
黒 70％ 

ク
リ
ア 

ブ
ラ
ッ
ク 

PC  71  なし 店頭 

 

黒
C5 

○ 
黒 80％ 

ス
ー
パ
ー 

ラ
イ
ト
ス
モ
ー
ク 

PC メッキ加工を施したフレーム付き
のナンバープレートカバー 
ナンバープレートの盗難やイタズ
ラを防止する特殊ボルトを採用 
ボルトはサビにくいステンレス製
泥・虫跡といった汚れを防止 
リアは封印を外さずに取り付けで
きる 

83  なし 店頭 

                                            
＊6 PMMA：アクリル 
＊7 PC：ポリカーボネート 
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メ
ー
カ 

色番 
視認性 
実験 

サンプル 
色 材質 特徴（製品パッケージに記載） 

可
視
光
線 

透
過
率 

（
簡
易
） 

厚
さ
㎜ 

赤外線 
吸収反射

入手 
経路 

Ｄ
社 黒

D1 

○ 
黒 50％ 

ラ
イ
ト 

ス
モ
ー
ク 

PMMA 取り付け簡単 
プレートを衝撃、傷から保護 
ビビリ音を抑えるパッキン付き 
汚れを防ぎ、水洗い簡単 

53 4 なし 店頭 

 

青
D1 

 ラ
イ
ト 

ブ
ル
ー 

PMMA 同上 76 4 なし 店頭 

Ｅ
社 

黒
E1 

 グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン 

（
ス
モ
ー
ク
） 

不明 プレートを汚れ、傷から守る 
振動によるカタカタ音をなくすパ
ッキン付き 
ドライバーでねじを締めるだけで

取り付けできる 
一部のナンバーフレームと同時使
用ができ、バンパー埋め込み式ナン
バーにも取り付けできる 

93/4
9 

4 なし 店頭 

 

青
E1 

 グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン 

（
ブ
ル
ー
） 

不明 同上 94/5
1 

4 なし 店頭 

 

桃
E1 

 グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン 

（
ピ
ン
ク
） 

不明 同上 95/6
5 

4 なし 店頭 

Ｆ
社 

緑
F1 

 黄
＆
青
（
緑
） 

不明 Ｎシステムなどの路上監視カメラ
による赤外線盗撮を防ぐ 
黄色のプラスチック板と青色のプ
ラスチック板を重ねることで完成
する製品で、より効果的に赤外線に
よる盗撮を防ぐことができる 
オービスへの悪用を避けること 

34  遮断 インタ
ーネッ
ト 

Ｇ
社 

緑
G1 

○ 
緑 50％ 

緑 不明 ホテルなどでの盗撮防止 
駐車場などに駐車している際、赤外
線カメラで撮影され盗難等の犯罪
に使用されることを防止する 
自宅の窓に使用し、犯罪を防止す
る。 
この商品を使用すると、オービスや
Ｎシステムなどの妨げになるので、
公道では絶対に使用しないこと 

45  遮断 インタ
ーネッ
ト 

Ｈ
社 緑

H1 
○ 
緑 70％ 

緑 不明  68  遮断 インタ
ーネッ
ト 
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参考資料４ 視認性実験 主観評価記録シート 
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参考資料５ 視認性実験 実験サンプル提示順 

 

 視認性実験を行った 3 日間（平成 18 年 2 月 7 日、10 日、13 日）各日につい

て、被験者の慣れを防ぎデータの精度を保つため、サンプル提示順を変えて実

験を実施した。実験は 40 パターンで 1 通りとし、各日 1 通りの実験を行った。 

 以下に、各日の実験サンプル提示順を示す。 
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（１）2 月 7 日（1 日目） 
パターン No. 色 濃度 視認角度 照度 

1 カバーなし - 正面 200lux 
2 黒 80％ 正面 200lux 
3 緑 50％ 正面 200lux 
4 黒 70％ 正面 200lux 
5 黒 90％ 正面 200lux 
6 クリア 90％ 正面 200lux 
7 黒 60％ 正面 200lux 
8 緑 90％ 正面 200lux 
9 黒 50％ 正面 200lux 

10 緑 70％ 正面 200lux 
11 カバーなし - 右 30° 200lux 
12 黒 80％ 右 30° 200lux 
13 緑 50％ 右 30° 200lux 
14 黒 70％ 右 30° 200lux 
15 黒 90％ 右 30° 200lux 
16 クリア 90％ 右 30° 200lux 
17 黒 60％ 右 30° 200lux 
18 緑 90％ 右 30° 200lux 
19 黒 50％ 右 30° 200lux 
20 緑 70％ 右 30° 200lux 
21 カバーなし - 正面 10lux 
22 黒 80％ 正面 10lux 
23 緑 50％ 正面 10lux 
24 黒 70％ 正面 10lux 
25 黒 90％ 正面 10lux 
26 クリア 90％ 正面 10lux 
27 黒 60％ 正面 10lux 
28 緑 90％ 正面 10lux 
29 黒 50％ 正面 10lux 
30 緑 70％ 正面 10lux 
31 カバーなし - 右 30° 10lux 
32 黒 80％ 右 30° 10lux 
33 緑 50％ 右 30° 10lux 
34 黒 70％ 右 30° 10lux 
35 黒 90％ 右 30° 10lux 
36 クリア 90％ 右 30° 10lux 
37 黒 60％ 右 30° 10lux 
38 緑 90％ 右 30° 10lux 
39 黒 50％ 右 30° 10lux 
40 緑 70％ 右 30° 10lux 
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（２）2 月 10 日（2 日目） 
パターン No. 色 濃度 視認角度 照度 

1 カバーなし - 正面 200lux 
2 黒 50％ 正面 200lux 
3 クリア 90％ 正面 200lux 
4 黒 70％ 正面 200lux 
5 緑 90％ 正面 200lux 
6 黒 80％ 正面 200lux 
7 緑 70％ 正面 200lux 
8 緑 50％ 正面 200lux 
9 黒 90％ 正面 200lux 

10 黒 60％ 正面 200lux 
11 カバーなし - 右 30° 200lux 
12 黒 50％ 右 30° 200lux 
13 クリア 90％ 右 30° 200lux 
14 黒 70％ 右 30° 200lux 
15 緑 90％ 右 30° 200lux 
16 黒 80％ 右 30° 200lux 
17 緑 70％ 右 30° 200lux 
18 緑 50％ 右 30° 200lux 
19 黒 90％ 右 30° 200lux 
20 黒 60％ 右 30° 200lux 
21 カバーなし - 正面 10lux 
22 黒 50％ 正面 10lux 
23 クリア 90％ 正面 10lux 
24 黒 70％ 正面 10lux 
25 緑 90％ 正面 10lux 
26 黒 80％ 正面 10lux 
27 緑 70％ 正面 10lux 
28 緑 50％ 正面 10lux 
29 黒 90％ 正面 10lux 
30 黒 60％ 正面 10lux 
31 カバーなし - 右 30° 10lux 
32 黒 50％ 右 30° 10lux 
33 クリア 90％ 右 30° 10lux 
34 黒 70％ 右 30° 10lux 
35 緑 90％ 右 30° 10lux 
36 黒 80％ 右 30° 10lux 
37 緑 70％ 右 30° 10lux 
38 緑 50％ 右 30° 10lux 
39 黒 90％ 右 30° 10lux 
40 黒 60％ 右 30° 10lux 
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（３）2 月 13 日（3 日目） 
パターン No. 色 濃度 視認角度 照度 

1 カバーなし - 正面 10lux 
2 緑 50％ 正面 10lux 
3 黒 50％ 正面 10lux 
4 クリア 90％ 正面 10lux 
5 黒 60％ 正面 10lux 
6 黒 90％ 正面 10lux 
7 緑 70％ 正面 10lux 
8 黒 80％ 正面 10lux 
9 緑 90％ 正面 10lux 

10 黒 70％ 正面 10lux 
11 カバーなし - 右 30° 10lux 
12 緑 50％ 右 30° 10lux 
13 黒 50％ 右 30° 10lux 
14 クリア 90％ 右 30° 10lux 
15 黒 60％ 右 30° 10lux 
16 黒 90％ 右 30° 10lux 
17 緑 70％ 右 30° 10lux 
18 黒 80％ 右 30° 10lux 
19 緑 90％ 右 30° 10lux 
20 黒 70％ 右 30° 10lux 
21 カバーなし - 正面 200lux 
22 緑 50％ 正面 200lux 
23 黒 50％ 正面 200lux 
24 クリア 90％ 正面 200lux 
25 黒 60％ 正面 200lux 
26 黒 90％ 正面 200lux 
27 緑 70％ 正面 200lux 
28 黒 80％ 正面 200lux 
29 緑 90％ 正面 200lux 
30 黒 70％ 正面 200lux 
31 カバーなし - 右 30° 200lux 
32 緑 50％ 右 30° 200lux 
33 黒 50％ 右 30° 200lux 
34 クリア 90％ 右 30° 200lux 
35 黒 60％ 右 30° 200lux 
36 黒 90％ 右 30° 200lux 
37 緑 70％ 右 30° 200lux 
38 黒 80％ 右 30° 200lux 
39 緑 90％ 右 30° 200lux 
40 黒 70％ 右 30° 200lux 

 

 



 

 67

参考資料６ 透過率実験 結果データ一覧 

 

 以下に、分光光度計により可視光帯域波長における分光透過率を計測した結

果及び分光透過率をもとに可視光線透過率を算出した結果を示す。 

 

（１）可視光線透過率の算出結果 
可視光線透過率（％） 

通し番号 色番 A 光＊8 D65＊9 
1 黒 A1 61.3% 61.0%
2 黒 A2 63.9% 63.7%
3 黒 A3 61.4% 61.1%
4 黒 B1 51.7% 51.8%
5 黒 B2 55.1% 55.3%
6 黒 B3 56.2% 56.7%
7 黒 B4 58.9% 59.0%
8 黒 C1 55.3% 55.5%
9 黒 C2 57.2% 57.3%
10 黒 C3 64.6% 64.6%
11 黒 C4 63.5% 63.3%
12 黒 C5 79.1% 79.0%
13 黒 D1 51.8% 51.5%
14 黒 E1 65.4% 65.2%
15 黒試作 88.6% 88.5%
16 緑 F1 34.6% 34.1%
17 緑 G1 41.7% 42.7%
18 緑 H1 56.8% 58.4%
19 緑試作 89.6% 89.9%
20 クリア A1 91.8% 91.8%
21 クリア B1 91.1% 90.9%
22 青 A1 75.7% 77.1%
23 青 B1 57.8% 60.2%
24 青 D1 69.6% 70.8%
25 青 E1 59.2% 62.0%
26 桃 A1 82.1% 80.9%
27 桃 E1 70.8% 68.5%

 

                                            
＊8 A 光：白熱電灯で照らされている物体色の測定用光源として、JIS Z 8720 に分光分布が定め

られている標準の光（標準イルミナント A）。ここでは車の前照灯の光と見なしている。 
＊9 D65：昼光で照らされている物体色の測定用光源として、JIS Z 8720 に分光分布が定められて

いる標準の光（標準イルミナント D65）。ここでは太陽光と見なしている。 
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（２）可視光帯域波長の分光透過率測定結果 
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No.2 黒A2（A光：63.9％、D65：63.7％）
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No.3 黒A3（A光：61.4％、D65：61.1％）

0

20

40

60

80

100

380 420 460 500 540 580 620 660 700 740 780

波  長 ( nm )

分
光

透
過

率
 (

 %
 )

 

 

No.4 黒B1（A光：51.7％、D65：51.8％）
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No.5 黒B2（A光：55.1％、D65：55.3％）

0

20

40

60

80

100

380 420 460 500 540 580 620 660 700 740 780

波  長 ( nm )

分
光

透
過

率
 (

 %
 )

 

 

No.6 黒B3（A光：56.2％、D65：56.7％）
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No.7 黒B4（A光：58.9％、D65：59.0％）
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No.8 黒C1（A光：55.3％、D65：55.5％）
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No.9 黒C2（A光：57.2％、D65：57.3％）
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No.10 黒C3（A光：64.6％、D65：64.6％）
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No.11 黒C4（A光：63.5％、D65：63.3％）
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No.12 黒C5（A光：79.1％、D65：79.0％）
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No.13 黒D1（A光：51.8％、D65：51.5％）
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No.14 黒E1（A光：65.4％、D65：65.2％）
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No.15 黒試作（A光：88.6％、D65：88.5％）
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No.16 緑F1（A光：34.6％、D65：34.1％）
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No.17 緑G1（A光：41.7％、D65：42.7％）
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No.18 緑H1（A光：56.8％、D65：58.4％）
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No.19 緑試作（A光：89.6％、D65：89.9％）
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No.20 クリアA1（A光：91.8％、D65：91.8％）
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No.21 クリアB1（A光：91.1％、D65：90.9％）
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No.22 青A1（A光：75.7％、D65：77.1％）
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No.23 青B1（A光：57.6％、D65：60.2％）
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No.24 青D1（A光：69.6％、D65：70.8％）
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No.25 青E1（A光：59.2％、D65：62.0％）
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No.26 桃A1（A光：82.1％、D65：80.9％）
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No.27 桃E1（A光：70.8％、D65：68.5％）
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参考資料７ 視認性実験 結果データ一覧 

 

 以下に、視認性実験の結果データを示す。内容は以下の通りである。 

 

a) ナンバープレート標記事項の視認距離 

 ① 実測値 

 ② カバーなしの場合の視認距離との差分 

  ②-1 環境条件の違いによる比較 

  ②-2 視力の違いによる比較 

 

b) ナンバープレート視認の難易度（見え方に対する主観評価） 

 ① 実測値 

  ①-1 環境条件の違いによる比較 

  ①-2 評価件数の比較 

 ② カバーなしの場合の評価との差分 

  ②-1 環境条件の違いによる比較 

  ②-2 評価項目の違いによる比較 

  ②-3 視力の違いによる比較 

 

c) ナンバープレート視認の難易度（文字の視認性に対する主観評価） 

 ① 実測値 

  ①-1 環境条件の違いによる比較 

  ①-2 評価件数の比較 

 ② カバーなしの場合の評価との差分 

  ②-1 環境条件の違いによる比較 

  ②-2 視力の違いによる比較 
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緑42%

緑57%

緑90%

距離(m)

視
力

1
.5

視
力

0
.7

地
域

名
表

示
　

視
認

距
離

差
分

（
平

均
）
　

1
0
ル

ク
ス

・
3
0
°

-
8
.0

-
6
.0

-
4
.0

-
2
.0

0
.0

2
.0

4
.0

6
.0

8
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

距離(m)

視
力

1
.5

視
力

0
.7

地
域

名
表

示
　

視
認

距
離

差
分

（
平

均
）
　

2
0
0
ル

ク
ス

・
3
0
°

-
8
.0

-
6
.0

-
4
.0

-
2
.0

0
.0

2
.0

4
.0

6
.0

8
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

距離(m)

視
力

1
.5

視
力

0
.7

地
域

名
表

示
　

視
認

距
離

差
分

（
平

均
）
　

1
0
ル

ク
ス

・
正

面

-
8
.0

-
6
.0

-
4
.0

-
2
.0

0
.0

2
.0

4
.0

6
.0

8
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

距離(m)

視
力

1
.5

視
力

0
.7
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a)
 ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
標
記
事
項
の
視
認
距
離

 

②
 カ

バ
ー
な
し
の
場
合
の
視
認
距
離
と
の
差
分

 

②
-2

 視
力
の
違
い
に
よ
る
比
較
 
－
分
類
番
号
－

 

分
類

番
号

　
視

認
距

離
差

分
（
平

均
）
　

2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

-
8
.0

-
6
.0

-
4
.0

-
2
.0

0
.0

2
.0

4
.0

6
.0

8
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

距離(m)

視
力

1
.5

視
力

0
.7

分
類

番
号

　
視

認
距

離
差

分
（
平

均
）
　

1
0
ル

ク
ス

・
3
0
°

-
8
.0

-
6
.0

-
4
.0

-
2
.0

0
.0

2
.0

4
.0

6
.0

8
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

距離(m)

視
力

1
.5

視
力

0
.7

分
類

番
号

　
視

認
距

離
差

分
（
平

均
）
　

2
0
0
ル

ク
ス

・
3
0
°

-
8
.0

-
6
.0

-
4
.0

-
2
.0

0
.0

2
.0

4
.0

6
.0

8
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

距離(m)

視
力

1
.5

視
力

0
.7

分
類

番
号

　
視

認
距

離
差

分
（
平

均
）
　

1
0
ル

ク
ス

・
正

面

-
8
.0

-
6
.0

-
4
.0

-
2
.0

0
.0

2
.0

4
.0

6
.0

8
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

距離(m)

視
力

1
.5

視
力

0
.7
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a)
 ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
標
記
事
項
の
視
認
距
離

 

②
 カ

バ
ー
な
し
の
場
合
の
視
認
距
離
と
の
差
分

 

②
-2

 視
力
の
違
い
に
よ
る
比
較
 
－
か
な
文
字
－

 

か
な

文
字

　
視

認
距

離
差

分
（
平

均
）
　

2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

-
8
.0

-
6
.0

-
4
.0

-
2
.0

0
.0

2
.0

4
.0

6
.0

8
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

距離(m)

視
力

1
.5

視
力

0
.7

か
な

文
字

　
視

認
距

離
差

分
（
平

均
）
　

2
0
0
ル

ク
ス

・
3
0
°

-
8
.0

-
6
.0

-
4
.0

-
2
.0

0
.0

2
.0

4
.0

6
.0

8
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

距離(m)

視
力

1
.5

視
力

0
.7

か
な

文
字

　
視

認
距

離
差

分
（
平

均
）
　

1
0
ル

ク
ス

・
正

面

-
8
.0

-
6
.0

-
4
.0

-
2
.0

0
.0

2
.0

4
.0

6
.0

8
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

距離(m)

視
力

1
.5

視
力

0
.7

か
な

文
字

　
視

認
距

離
差

分
（
平

均
）
　

1
0
ル

ク
ス

・
3
0
°

-
8
.0

-
6
.0

-
4
.0

-
2
.0

0
.0

2
.0

4
.0

6
.0

8
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

距離(m)

視
力

1
.5

視
力

0
.7
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a)
 ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
標
記
事
項
の
視
認
距
離

 

②
 カ

バ
ー
な
し
の
場
合
の
視
認
距
離
と
の
差
分

 

②
-2

 視
力
の
違
い
に
よ
る
比
較
 
－
一
連
番
号
－

 

一
連

番
号

　
視

認
距

離
差

分
（
平

均
）
　

2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

-
8
.0

-
6
.0

-
4
.0

-
2
.0

0
.0

2
.0

4
.0

6
.0

8
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

距離(m)

視
力

1
.5

視
力

0
.7

一
連

番
号

　
視

認
距

離
差

分
（
平

均
）
　

1
0
ル

ク
ス

・
正

面

-
8
.0

-
6
.0

-
4
.0

-
2
.0

0
.0

2
.0

4
.0

6
.0

8
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

距離(m)

視
力

1
.5

視
力

0
.7

一
連

番
号

　
視

認
距

離
差

分
（
平

均
）
　

2
0
0
ル

ク
ス

・
3
0
°

-
8
.0

-
6
.0

-
4
.0

-
2
.0

0
.0

2
.0

4
.0

6
.0

8
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

距離(m)

視
力

1
.5

視
力

0
.7

一
連

番
号

　
視

認
距

離
差

分
（
平

均
）
　

1
0
ル

ク
ス

・
3
0
°

-
8
.0

-
6
.0

-
4
.0

-
2
.0

0
.0

2
.0

4
.0

6
.0

8
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

距離(m)

視
力

1
.5

視
力

0
.7
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b)
 ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
視
認
の
難
易
度
（
見
え
方
に
対
す
る
主
観
評
価
）

 

①
 実

測
値

 

①
-1

 環
境
条
件
の
違
い
に
よ
る
比
較

 

背
景

色
の

見
え

方
　

評
価

（
平

均
）

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

4
.0

5
.0

6
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

2
0
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

1
0
ル

ク
ス

・
正

面

1
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

表
面

反
射

に
よ

る
影

響
　

評
価

（
平

均
）

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

4
.0

5
.0

6
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

2
0
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

1
0
ル

ク
ス

・
正

面

1
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

 



ナ
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b)
 ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
視
認
の
難
易
度
（
見
え
方
に
対
す
る
主
観
評
価
）

 

①
 実

測
値

 

①
-2

 評
価
件
数
の
比
較
 
－
背
景
色
の
見
え
方
－

 

背
景

色
の

見
え

方
　

評
価

件
数

　
2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

05

1
0

1
5

2
0

2
5

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

は
っ

き
り

見
え

る

だ
い

た
い

見
え

る

や
や

見
に

く
い

か
な

り
見

に
く
い

非
常

に
見

に
く
い

背
景

色
の

見
え

方
　

評
価

件
数

　
2
0
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

05

1
0

1
5

2
0

2
5

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

は
っ

き
り

見
え

る

だ
い

た
い

見
え

る

や
や

見
に

く
い

か
な

り
見

に
く
い

非
常

に
見

に
く
い

背
景

色
の

見
え

方
　

評
価

件
数

　
1
0
ル

ク
ス

・
正

面

05

1
0

1
5

2
0

2
5

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

は
っ

き
り

見
え

る

だ
い

た
い

見
え

る

や
や

見
に

く
い

か
な

り
見

に
く
い

非
常

に
見

に
く
い

背
景

色
の

見
え

方
　

評
価

件
数

　
1
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

05

1
0

1
5

2
0

2
5

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

は
っ

き
り

見
え

る

だ
い

た
い

見
え

る

や
や

見
に

く
い

か
な

り
見

に
く
い

非
常

に
見

に
く
い
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b)
 ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
視
認
の
難
易
度
（
見
え
方
に
対
す
る
主
観
評
価
）

 

①
 実

測
値

 

①
-2

 評
価
件
数
の
比
較
 
－
表
面
反
射
に
よ
る
影
響
－

 

表
面

反
射

に
よ

る
影

響
　

評
価

件
数

　
2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

05

1
0

1
5

2
0

2
5

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

は
っ

き
り

見
え

る

だ
い

た
い

見
え

る

や
や

見
に

く
い

か
な

り
見

に
く
い

非
常

に
見

に
く
い

表
面

反
射

に
よ

る
影

響
　

評
価

件
数

　
2
0
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

05

1
0

1
5

2
0

2
5

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

は
っ

き
り

見
え

る

だ
い

た
い

見
え

る

や
や

見
に

く
い

か
な

り
見

に
く
い

非
常

に
見

に
く
い

表
面

反
射

に
よ

る
影

響
　

評
価

件
数

　
1
0
ル

ク
ス

・
正

面

05

1
0

1
5

2
0

2
5

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

は
っ

き
り

見
え

る

だ
い

た
い

見
え

る

や
や

見
に

く
い

か
な

り
見

に
く
い

非
常

に
見

に
く
い

表
面

反
射

に
よ

る
影

響
　

評
価

件
数

　
1
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

05

1
0

1
5

2
0

2
5

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

は
っ

き
り

見
え

る

だ
い

た
い

見
え

る

や
や

見
に

く
い

か
な

り
見

に
く
い

非
常

に
見

に
く
い
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b)
 ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
視
認
の
難
易
度
（
見
え
方
に
対
す
る
主
観
評
価
）

 

②
 カ

バ
ー
な
し
の
場
合
の
評
価
と
の
差
分

 

②
-1

 環
境
条
件
の
違
い
に
よ
る
比
較

 

背
景

色
の

見
え

方
　

評
価

差
分

（
平

均
）

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

2
0
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

1
0
ル

ク
ス

・
正

面

1
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

表
面

反
射

の
見

え
方

へ
の

影
響

　
評

価
差

分
（
平

均
）

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

2
0
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

1
0
ル

ク
ス

・
正

面

1
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°
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b)
 ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
視
認
の
難
易
度
（
見
え
方
に
対
す
る
主
観
評
価
）

 

②
 カ

バ
ー
な
し
の
場
合
の
評
価
と
の
差
分

 

②
-2

 評
価
項
目
の
違
い
に
よ
る
比
較

 

評
価

差
分

（
平

均
）
　

2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

背
景

色
の

見
え

方

表
面

反
射

の
影

響

評
価

差
分

（
平

均
）
　

2
0
0
ル

ク
ス

・
3
0
°

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

背
景

色
の

見
え

方

表
面

反
射

の
影

響

評
価

差
分

（
平

均
）
　

1
0
ル

ク
ス

・
正

面

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

背
景

色
の

見
え

方

表
面

反
射

の
影

響

評
価

差
分

（
平

均
）
　

1
0
ル

ク
ス

・
3
0
°

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

背
景

色
の

見
え

方

表
面

反
射

の
影

響
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b)
 ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
視
認
の
難
易
度
（
見
え
方
に
対
す
る
主
観
評
価
）

 

②
 カ

バ
ー
な
し
の
場
合
の
評
価
と
の
差
分

 

②
-3

 視
力
の
違
い
に
よ
る
比
較

 

背
景

色
の

見
え

方
　

評
価

差
分

（
平

均
）
　

2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

-
4
.0

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

4
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

視
力

1
.5

視
力

0
.7

表
面

反
射

の
見

え
方

へ
の

影
響

　
評

価
差

分
（
平

均
）
　

2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

-
4
.0

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

4
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

視
力

1
.5

視
力

0
.7

背
景

色
の

見
え

方
　

評
価

差
分

（
平

均
）
　

1
0
ル

ク
ス

・
正

面

-
4
.0

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

4
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

視
力

1
.5

視
力

0
.7

表
面

反
射

の
見

え
方

へ
の

影
響

　
評

価
差

分
（
平

均
）
　

1
0
ル

ク
ス

・
正

面

-
4
.0

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

4
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

視
力

1
.5

視
力

0
.7
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c)
 ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
視
認
の
難
易
度
（
文
字
の
視
認
性
に
対
す
る
主
観
評
価
）

 

①
 実

測
値

 

①
-1

 環
境
条
件
の
違
い
に
よ
る
比
較

 

地
域

名
表

示
　

評
価

（
平

均
）

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

4
.0

5
.0

6
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

2
0
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

1
0
ル

ク
ス

・
正

面

1
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

分
類

番
号

　
評

価
（
平

均
）

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

4
.0

5
.0

6
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

2
0
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

1
0
ル

ク
ス

・
正

面

1
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

か
な

文
字

　
評

価
（
平

均
）

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

4
.0

5
.0

6
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

2
0
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

1
0
ル

ク
ス

・
正

面

1
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

一
連

番
号

　
評

価
（
平

均
）

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

4
.0

5
.0

6
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

2
0
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

1
0
ル

ク
ス

・
正

面

1
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°
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c)
 ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
視
認
の
難
易
度
（
文
字
の
視
認
性
に
対
す
る
主
観
評
価
）

 

①
 実

測
値

 

①
-2

 評
価
件
数
の
比
較
 
－
地
域
名
表
示
－

 

地
域

名
表

示
　

評
価

件
数

　
2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

05

1
0

1
5

2
0

2
5

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

件数

は
っ

き
り

見
え

る

だ
い

た
い

見
え

る

や
や

見
に

く
い

か
な

り
見

に
く
い

非
常

に
見

に
く
い

地
域

名
表

示
　

評
価

件
数

　
2
0
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

05

1
0

1
5

2
0

2
5

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

件数

は
っ

き
り

見
え

る

だ
い

た
い

見
え

る

や
や

見
に

く
い

か
な

り
見

に
く
い

非
常

に
見

に
く
い

地
域

名
表

示
　

評
価

件
数

　
1
0
ル

ク
ス

・
正

面

05

1
0

1
5

2
0

2
5

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

件数

は
っ

き
り

見
え

る

だ
い

た
い

見
え

る

や
や

見
に

く
い

か
な

り
見

に
く
い

非
常

に
見

に
く
い

地
域

名
表

示
　

評
価

件
数

　
1
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

05

1
0

1
5

2
0

2
5

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

件数

は
っ

き
り

見
え

る

だ
い

た
い

見
え

る

や
や

見
に

く
い

か
な

り
見

に
く
い

非
常

に
見

に
く
い
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c)
 ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
視
認
の
難
易
度
（
文
字
の
視
認
性
に
対
す
る
主
観
評
価
）

 

①
 実

測
値

 

①
-2

 評
価
件
数
の
比
較
 
－
分
類
番
号
－

 

分
類

番
号

　
評

価
件

数
　

2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

05

1
0

1
5

2
0

2
5

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

件数

は
っ

き
り

見
え

る

だ
い

た
い

見
え

る

や
や

見
に

く
い

か
な

り
見

に
く
い

非
常

に
見

に
く
い

分
類

番
号

　
評

価
件

数
　

2
0
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

05

1
0

1
5

2
0

2
5

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

件数

は
っ

き
り

見
え

る

だ
い

た
い

見
え

る

や
や

見
に

く
い

か
な

り
見

に
く
い

非
常

に
見

に
く
い

分
類

番
号

　
評

価
件

数
　

1
0
ル

ク
ス

・
正

面

05

1
0

1
5

2
0

2
5

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

件数

は
っ

き
り

見
え

る

だ
い

た
い

見
え

る

や
や

見
に

く
い

か
な

り
見

に
く
い

非
常

に
見

に
く
い

分
類

番
号

　
評

価
件

数
　

1
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

05

1
0

1
5

2
0

2
5

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

件数

は
っ

き
り

見
え

る

だ
い

た
い

見
え

る

や
や

見
に

く
い

か
な

り
見

に
く
い

非
常

に
見

に
く
い
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c)
 ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
視
認
の
難
易
度
（
文
字
の
視
認
性
に
対
す
る
主
観
評
価
）

 

①
 実

測
値

 

①
-2

 評
価
件
数
の
比
較
 
－
か
な
文
字
－

 

か
な

文
字

　
評

価
件

数
　

2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

05

1
0

1
5

2
0

2
5

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

件数

は
っ

き
り

見
え

る

だ
い

た
い

見
え

る

や
や

見
に

く
い

か
な

り
見

に
く
い

非
常

に
見

に
く
い

か
な

文
字

　
評

価
件

数
　

2
0
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

05

1
0

1
5

2
0

2
5

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

件数

は
っ

き
り

見
え

る

だ
い

た
い

見
え

る

や
や

見
に

く
い

か
な

り
見

に
く
い

非
常

に
見

に
く
い

か
な

文
字

　
評

価
件

数
　

1
0
ル

ク
ス

・
正

面

05

1
0

1
5

2
0

2
5

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

件数

は
っ

き
り

見
え

る

だ
い

た
い

見
え

る

や
や

見
に

く
い

か
な

り
見

に
く
い

非
常

に
見

に
く
い

か
な

文
字

　
評

価
件

数
　

1
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

05

1
0

1
5

2
0

2
5

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

件数

は
っ

き
り

見
え

る

だ
い

た
い

見
え

る

や
や

見
に

く
い

か
な

り
見

に
く
い

非
常

に
見

に
く
い
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c)
 ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
視
認
の
難
易
度
（
文
字
の
視
認
性
に
対
す
る
主
観
評
価
）

 

①
 実

測
値

 

①
-2

 評
価
件
数
の
比
較
 
－
一
連
番
号
－

 

一
連

番
号

　
評

価
件

数
　

2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

05

1
0

1
5

2
0

2
5

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

件数

は
っ

き
り

見
え

る

だ
い

た
い

見
え

る

や
や

見
に

く
い

か
な

り
見

に
く
い

非
常

に
見

に
く
い

一
連

番
号

　
評

価
件

数
　

2
0
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

05

1
0

1
5

2
0

2
5

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

件数

は
っ

き
り

見
え

る

だ
い

た
い

見
え

る

や
や

見
に

く
い

か
な

り
見

に
く
い

非
常

に
見

に
く
い

一
連

番
号

　
評

価
件

数
　

1
0
ル

ク
ス

・
正

面

05

1
0

1
5

2
0

2
5

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

件数

は
っ

き
り

見
え

る

だ
い

た
い

見
え

る

や
や

見
に

く
い

か
な

り
見

に
く
い

非
常

に
見

に
く
い

一
連

番
号

　
評

価
件

数
　

1
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

05

1
0

1
5

2
0

2
5

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

件数

は
っ

き
り

見
え

る

だ
い

た
い

見
え

る

や
や

見
に

く
い

か
な

り
見

に
く
い

非
常

に
見

に
く
い
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0

c)
 ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
視
認
の
難
易
度
（
文
字
の
視
認
性
に
対
す
る
主
観
評
価
）

 

②
 カ

バ
ー
な
し
の
場
合
の
評
価
と
の
差
分

 

②
-1

 環
境
条
件
の
違
い
に
よ
る
比
較

 

地
域

名
表

示
　

評
価

差
分

（
平

均
）

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

2
0
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

1
0
ル

ク
ス

・
正

面

1
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

か
な

文
字

　
評

価
差

分
（
平

均
）

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

2
0
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

1
0
ル

ク
ス

・
正

面

1
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

一
連

番
号

　
評

価
差

分
（
平

均
）

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

2
0
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

1
0
ル

ク
ス

・
正

面

1
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

分
類

番
号

　
評

価
差

分
（
平

均
）

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

2
0
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°

1
0
ル

ク
ス

・
正

面

1
0
ル

ク
ス

・
右

3
0
°
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1

c)
 ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
視
認
の
難
易
度
（
文
字
の
視
認
性
に
対
す
る
主
観
評
価
）

 

②
 カ

バ
ー
な
し
の
場
合
の
評
価
と
の
差
分

 

②
-2

 視
力
の
違
い
に
よ
る
比
較
 
－
地
域
名
表
示
－

 

地
域

名
表

示
　

評
価

差
分

（
平

均
）
　

2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

視
力

1
.5

視
力

0
.7

地
域

名
表

示
　

評
価

差
分

（
平

均
）
　

2
0
0
ル

ク
ス

・
3
0
°

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

視
力

1
.5

視
力

0
.7

地
域

名
表

示
　

評
価

差
分

（
平

均
）
　

1
0
ル

ク
ス

・
正

面

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

視
力

1
.5

視
力

0
.7

地
域

名
表

示
　

評
価

差
分

（
平

均
）
　

1
0
ル

ク
ス

・
3
0
°

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

視
力

1
.5

視
力

0
.7

 



ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
カ
バ
ー
に
関
す
る
調
査
検
討

 

 
10

2

c)
 ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
視
認
の
難
易
度
（
文
字
の
視
認
性
に
対
す
る
主
観
評
価
）

 

②
 カ

バ
ー
な
し
の
場
合
の
評
価
と
の
差
分

 

②
-2

 視
力
の
違
い
に
よ
る
比
較
 
－
分
類
番
号
－

 

分
類

番
号

　
評

価
差

分
（
平

均
）
　

2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

視
力

1
.5

視
力

0
.7

分
類

番
号

　
評

価
差

分
（
平

均
）
　

2
0
0
ル

ク
ス

・
3
0
°

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

視
力

1
.5

視
力

0
.7

分
類

番
号

　
評

価
差

分
（
平

均
）
　

1
0
ル

ク
ス

・
正

面

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

視
力

1
.5

視
力

0
.7

分
類

番
号

　
評

価
差

分
（
平

均
）
　

1
0
ル

ク
ス

・
3
0
°

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

視
力

1
.5

視
力

0
.7
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c)
 ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
視
認
の
難
易
度
（
文
字
の
視
認
性
に
対
す
る
主
観
評
価
）

 

②
 カ

バ
ー
な
し
の
場
合
の
評
価
と
の
差
分

 

②
-2

 視
力
の
違
い
に
よ
る
比
較
 
－
か
な
文
字
－

 

か
な

文
字

　
評

価
差

分
（
平

均
）
　

2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

視
力

1
.5

視
力

0
.7

か
な

文
字

　
評

価
差

分
（
平

均
）
　

2
0
0
ル

ク
ス

・
3
0
°

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

視
力

1
.5

視
力

0
.7

か
な

文
字

　
評

価
差

分
（
平

均
）
　

1
0
ル

ク
ス

・
正

面

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

視
力

1
.5

視
力

0
.7

か
な

文
字

　
評

価
差

分
（
平

均
）
　

1
0
ル

ク
ス

・
3
0
°

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

視
力

1
.5

視
力

0
.7
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ン
バ
ー
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c)
 ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
視
認
の
難
易
度
（
文
字
の
視
認
性
に
対
す
る
主
観
評
価
）

 

②
 カ

バ
ー
な
し
の
場
合
の
評
価
と
の
差
分

 

②
-2

 視
力
の
違
い
に
よ
る
比
較
 
－
一
連
番
号
－

 

一
連

番
号

　
評

価
差

分
（
平

均
）
　

2
0
0
ル

ク
ス

・
正

面

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

視
力

1
.5

視
力

0
.7

一
連

番
号

　
評

価
差

分
（
平

均
）
　

2
0
0
ル

ク
ス

・
3
0
°

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

視
力

1
.5

視
力

0
.7

一
連

番
号

　
評

価
差

分
（
平

均
）
　

1
0
ル

ク
ス

・
正

面

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

視
力

1
.5

視
力

0
.7

一
連

番
号

　
評

価
差

分
（
平

均
）
　

1
0
ル

ク
ス

・
3
0
°

-
3
.0

-
2
.0

-
1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

カバーなし

クリア

黒52%

黒59%

黒64%

黒79%

黒89%

緑42%

緑57%

緑90%

評価

視
力

1
.5

視
力

0
.7
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参考資料８ 各国のナンバープレート関連法制 

 

 英語圏を中心とし、カナダ、米国、英国、ドイツのカバー対策に関する法令

を調査した結果を示す。 

 カナダ及び米国については、法令データベース Lexis.com(www.lexis.com/)に

おいて州法を検索した。これらについては原文を掲載するとともに、独自に和

訳を行った内容も合わせて掲載している。また、米国の一部と英国、ドイツに

ついては、（社）全国自動車標板協議会の「米国の自動車標板事情調査報告書

（2001）」及び「ヨーロッパ自動車標板事情調査報告書（1993）」から該当条文

（和訳）を抽出した結果を示している。 

 また、各法令について、カバー対策との関連を判断した結果を示している。 

 

 



ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
カ
バ
ー
に
関
す
る
調
査
検
討

 

 
10

6

国
／

 
地

域
 

法
令

名
／
条

項
 

内
容

 
カ
バ
ー
対
策

 
と
の
関
連

 
原

文
 

ア メ リ カ 

コ ロ ラ ド 州 

「
コ

ロ
ラ

ド
州

法
自

動

車
登

録
関
係

規
定

」
 

タ
イ

ト
ル

42
. 

車
両

及

び
交

通
 

 
第

3
条

 
登
録
、

課
税

、

ナ
ン

バ
ー
プ

レ
ー

ト
 

第
2
節

 
ナ

ン
バ

ー
プ

レ

ー
ト

 

(2
) (

a)
 
す

べ
て
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
、
揺
れ
な
い
よ
う
に
割

り
当

て
ら

れ
た

車
両

に
常

に
し

っ
か

り
と

固
定

さ
れ

て
い

な
け

れ

ば
な

ら
な
い

。
ま
た
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
は
っ
き
り
見
え
る
よ

う
に

そ
の
底

部
か
ら
計
測
し
て
地
上
か
ら

12
イ
ン
チ
以
下
の
高
さ

に
な

ら
な
い

位
置
で
水
平
に
固
定
し
、
常
に
異
物
が
付
着
し
な
い
よ

う
に

し
、
は

っ
き
り
と
判
読
で
き
る
状
態
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。

 

カ
バ

ー
は

全
て

装
着
不
可

 
(2

) 
(a

) 
E

ve
ry

 n
um

be
r 

pl
at

e 
sh

al
l 

at
 a

ll 
tim

es
 b

e 
se

cu
re

ly
 f

as
te

ne
d 

to
 t

he
 v

eh
ic

le
 t

o 
w

hi
ch

 i
t 

is
 

as
si

gn
ed

, s
o 

as
 to

 p
re

ve
nt

 th
e 

pl
at

e 
fr

om
 s

w
in

gi
ng

, 
an

d 
sh

al
l 

be
 h

or
iz

on
ta

l 
at

 a
 h

ei
gh

t 
no

t 
le

ss
 t

ha
n 

tw
el

ve
 in

ch
es

 fr
om

 th
e 

gr
ou

nd
, m

ea
su

ri
ng

 fr
om

 th
e 

bo
tt

om
 o

f s
uc

h 
pl

at
e,

 in
 a

 p
la

ce
 a

nd
 p

os
iti

on
 t

o 
be

 
cl

ea
rl

y 
vi

si
bl

e,
 a

nd
 s

ha
ll 

be
 m

ai
nt

ai
ne

d 
fr

ee
 f

ro
m

 
fo

re
ig

n 
m

at
er

ia
ls

an
d 

in
 a

 c
on

di
tio

n 
to

 b
e 

cl
ea

rl
y 

le
gi

bl
e.

 

 

コ ネ チ カ ッ ト 州 

「
コ

ネ
チ

カ
ッ

ト
州

法

自
動

車
登
録

関
係

規
定
」
 

タ
イ

ト
ル

14
. 

自
動

車
、
車
両

に
よ
る

幹
線

道

路
の

使
用
、

ガ
ソ

リ
ン

 
 

第
24

6
章

 
自

動
車

 
 

第
3
部
 
登
録
と

許
可

 

(A
) 

自
動

車
の
登

録
 

 
第

14
－

18
条

 

自
動

車
の

ナ
ン

バ
ー

プ
レ

ー
ト

は
完

全
に

視
認

で
き

る
よ

う
に

表

示
し

、
そ
の

数
字
や
文
字
が
常
に
は
っ
き
り
と
判
読
で
き
る
よ
う
に

し
て

お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
揺
れ
な
い

よ
う

に
水
平

に
し
っ
か
り
と
固
定
し
、
自
動
車
が
ラ
イ
ト
を
点
灯
す

る
必

要
が
あ

る
時
間
帯
に
は

50
フ
ィ
ー
ト
先
か
ら
も
判
読
で
き
る

よ
う

に
リ

ア
・

ナ
ン

バ
ー

プ
レ

ー
ト

を
照

ら
さ

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。
公

式
の

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
プ
レ
ー
ト
や
各
種
装
置
、
付
属

品
を

装
着
し

た
り
、
覆
っ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
国
内
の
公
道
を

走
行

す
る
際

に
は
、
最
低

1
つ
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
フ
ロ
ン

ト
か

リ
ア
の

い
ず
れ
か
に
装
着
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
委
員
会

の
許

可
が
あ

る
場
合
は
委
員
会
が
指
示
す
る
条
件
に
し
た
が
っ
て
、

い
ず

れ
の
自

動
車
も

1
つ
以
上
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
フ
ロ
ン

ト
か

リ
ア
の

い
ず
れ
か
に
装
着
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
略
）

カ
バ

ー
は

全
て

装
着
不
可

 
(c

) S
uc

h 
nu

m
be

r 
pl

at
es

 w
he

n 
di

sp
la

ye
d 

up
on

 m
ot

or
 

ve
hi

cl
es

 
sh

al
l 

be
 

en
tir

el
y

un
ob

sc
ur

ed
 

an
d 

th
e 

nu
m

er
al

s 
an

d 
le

tt
er

s 
th

er
eo

n 
sh

al
l 

be
 

pl
ai

nl
y 

le
gi

bl
e 

at
 a

ll 
tim

es
. 

Su
ch

 n
um

be
r 

pl
at

es
 s

ha
ll 

be
 

ho
ri

zo
nt

al
, a

nd
 s

ha
ll 

be
 fa

st
en

ed
 s

o 
as

 n
ot

 to
 s

w
in

g 
an

d,
 d

ur
in

g 
th

e 
tim

e 
w

he
n 

a 
m

ot
or

 v
eh

ic
le

 i
s 

re
qu

ir
ed

 t
o 

di
sp

la
y 

lig
ht

s,
 t

he
 r

ea
r 

nu
m

be
r 

pl
at

e 
sh

al
l b

e 
so

 il
lu

m
in

at
ed

 a
s 

to
 b

e 
le

gi
bl

e 
at

 a
 d

is
ta

nc
e 

of
 fi

fty
 fe

et
. N

o 
pl

at
es

, d
ev

ic
es

 o
r 

at
ta

ch
m

en
ts

 m
ay

 
be

 a
ffi

xe
d 

to
or

 c
ov

er
in

g 
th

e 
of

fic
ia

l n
um

be
r 

pl
at

es
. 

N
ot

 m
or

e 
th

an
 o

ne
 n

um
be

r 
pl

at
e 

sh
al

l b
e 

di
sp

la
ye

d 
on

 
th

e 
fr

on
t 

or
 

re
ar

 
of

 
an

y 
m

ot
or

 
ve

hi
cl

e 
in

 
op

er
at

io
n 

up
on

 t
he

 p
ub

lic
 h

ig
hw

ay
s 

of
 t

he
 s

ta
te

; 
pr

ov
id

ed
 a

ny
 m

ot
or

 v
eh

ic
le

 m
ay

, u
po

n 
pe

rm
is

si
on

 
of

 
th

e 
co

m
m

is
si

on
er

, 
di

sp
la

y 
m

or
e 

th
an

 
on

e 
nu

m
be

r 
pl

at
e 

in
 f

ro
nt

 o
r 

re
ar

, 
su

bj
ec

t 
to

 s
uc

h 
co

nd
iti

on
s 

as
 th

e 
co

m
m

is
si

on
er

 p
re

sc
ri

be
s.

 （
略

）
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国
／

 
地

域
 

法
令

名
／
条

項
 

内
容

 
カ
バ
ー
対
策

 
と
の
関
連

 
原

文
 

 

デ ラ ウ ェ ア 州 

「
デ

ラ
ウ

ェ
ア

州
法

自

動
車

登
録
関

係
規

定
」

 
タ
イ

ト
ル

21
. 

自
動

車
 

第
2部

 
登

録
、

資
格

、

許
可

 
第

21
章
 
車
両

の
登

録
 

Ⅱ
. 

ナ
ン

バ
ー

プ
レ

ー

ト
 

（
a）

自
動

車
に

割
り
当
て
ら
れ
た
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
常
に
自

動
車

の
後
方

に
接
着
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
ト

レ
ー

ラ
ー

ま
た

は
セ

ミ
ト

レ
ー

ラ
ー

に
連

結
す

る
車

輪
ト

ラ
ク

タ

ー
の

場
合
は

、
連
結
の
有
無
を
問
わ
ず
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
車

両
前

方
に

容
易

に
識

別
で

き
る

態
様

で
提

示
し

て
い

な
け

れ
ば

な

ら
な

い
。
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
以
下
の
（

b）
項
の
条
件
を
満
た

す
も

の
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
（
以
下
略
）

 
（

ｂ
）
全
て

の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
、
常
に
振
動
す
る
こ
と
の
な

い
よ

う
に

、
下
限
が
地
面
か
ら

12
イ
ン
チ
以
下
の
高
さ
で
、
か
つ

明
白

に
見
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
位
置
に
お
い
て
、
指
定
さ
れ
た

車
両

に
安
全

に
固
定
さ
れ
、
無
関
係
の
も
の
が
付
着
せ
ず
明
確
に
判

読
で

き
る
状

態
に
保
た
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

 
 （

ｃ
）
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
一
部
で
あ
っ
て
も
、
有
色
の
物
体
に

覆
わ

れ
て
は

な
ら
な
い
。
プ
レ
ー
ト
上
、
及
び
そ
の
周
辺
に
、
プ
レ

ー
ト

に
記
さ

れ
た
情
報
（
有
効
期
限
、
ス
テ
ッ
カ
ー
も
含
む
）
を
隠

し
、
ま

た
は

遮
蔽
す
る
よ
う
な
い
か
な
る
他
の
物
体
も
設
置
さ
れ
て

は
な

ら
な
い

。
た
だ
し
、
本
条
項
は
、
プ
レ
ー
ト
に
含
ま
れ
る
い
か

な
る

情
報
（
有
効
期
限
、
ス
テ
ッ
カ
ー
も
含
む
）
を
隠
す
こ
と
も
遮

蔽
す

る
こ

と
も

な
い

プ
レ

ー
ト

の
フ

レ
ー

ム
を

禁
止

す
る

も
の

で

は
な

い
。

 

カ
バ

ー
は

全
て

装
着
不
可

 
（

プ
レ

ー
ト

フ

レ
ー

ム
に

つ
い

て
は
、
プ
レ
ー
ト

情
報

を
隠

さ
な

い
も
の
は
可
能
）

(a
) 

Th
e 

nu
m

be
r 

pl
at

e 
as

si
gn

ed
 t

o 
a 

m
ot

or
 v

eh
ic

le
 

sh
al

l 
at

 a
ll 

tim
es

 b
e 

at
ta

ch
ed

 t
o 

th
e 

re
ar

 o
f 

th
e 

m
ot

or
 v

eh
ic

le
, 

ex
ce

pt
 t

ru
ck

 t
ra

ct
or

s 
at

ta
ch

ed
 t

o 
tr

ai
le

rs
 

or
 

se
m

itr
ai

le
rs

, 
w

he
th

er
co

up
le

d 
or

 
un

co
up

le
d,

 s
ha

ll 
di

sp
la

y 
th

e 
nu

m
be

r 
pl

at
e 

on
 t

he
 

fr
on

t o
f t

he
 v

eh
ic

le
 in

 s
uc

h 
a 

m
an

ne
r a

s 
to

 b
e 

ea
si

ly
 

id
en

tif
ie

d.
 S

uc
h 

nu
m

be
r 

pl
at

es
 s

ha
ll 

m
ee

t 
th

e 
re

qu
ir

em
en

ts
 o

f s
ub

se
ct

io
n 

(b
) o

f t
hi

s 
se

ct
io

n.
 （

以

下
略

）
. 

 (b
) 

E
ve

ry
 

nu
m

be
r 

pl
at

e 
sh

al
l 

at
 

al
l 

tim
es

 
be

 
se

cu
re

ly
 f

as
te

ne
d 

to
 t

he
 v

eh
ic

le
 t

o 
w

hi
ch

 i
t 

is
 

as
si

gn
ed

 s
o 

as
 t

o 
pr

ev
en

t 
th

e 
pl

at
e 

fr
om

 s
w

in
gi

ng
 

an
d 

at
 a

 h
ei

gh
t 

no
t 

le
ss

 t
ha

n 
12

 i
nc

he
s 

fr
om

 t
he

 
gr

ou
nd

, m
ea

su
ri

ng
 f

ro
m

 t
he

 b
ot

to
m

 o
f 

su
ch

 p
la

te
, 

in
 a

 p
la

ce
 a

nd
 p

os
iti

on
 t

o 
be

 c
le

ar
ly

 v
is

ib
le

, 
an

d 
sh

al
l 

be
 m

ai
nt

ai
ne

d 
fr

ee
 f

ro
m

 f
or

ei
gn

 m
at

er
ia

ls
 

an
d 

in
 a

 co
nd

iti
on

 to
 b

e 
cl

ea
rl

y 
le

gi
bl

e.
 

 (c
) 

N
o 

nu
m

be
r 

pl
at

e,
 o

r 
an

y 
po

rt
io

n 
th

er
eo

f, 
sh

al
l 

be
 c

ov
er

ed
 w

ith
 a

ny
 t

in
te

d 
m

at
er

ia
l, 

no
r 

sh
al

l a
ny

 
ot

he
r 

m
at

er
ia

l 
be

 p
la

ce
d 

on
 o

r 
ar

ou
nd

 a
 n

um
be

r 
pl

at
e 

w
hi

ch
 w

ou
ld

 c
on

ce
al

 a
nd

/o
r 

ob
sc

ur
e 

an
y 

in
fo

rm
at

io
n 

co
nt

ai
ne

d 
th

er
eo

n,
 

in
cl

ud
in

g 
th

e 
re

gi
st

ra
tio

n 
ex

pi
ra

tio
n 

st
ic

ke
r.

 P
la

te
 f

ra
m

es
 t

ha
t 

do
 n

ot
 c

on
ce

al
 a

nd
/o

r 
ob

sc
ur

e 
an

y 
in

fo
rm

at
io

n 
co

nt
ai

ne
d 

on
 t

he
 p

la
te

, 
in

cl
ud

in
g 

th
e 

re
gi

st
ra

tio
n 

ex
pi

ra
tio

n 
st

ic
ke

r,
 

ar
e 

no
t 

pr
oh

ib
ite

d 
by

 
th

is
 

se
ct

io
n.

 



ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
カ
バ
ー
に
関
す
る
調
査
検
討

 

 
10

8

国
／

 
地

域
 

法
令

名
／
条

項
 

内
容

 
カ
バ
ー
対
策

 
と
の
関
連

 
原

文
 

 

ハ ワ イ 州 

「
ハ

ワ
イ

州
法

自
動

車

登
録

関
係
規

定
」

 
ナ

ン
バ

ー
プ

レ
ー

ト
（
第

24
9－

7
条

）
 

ナ
ン

バ
ー

プ
レ

ー
ト

は
、

常
に

完
全

に
視

認
で

き
る

よ
う

に
表

示

し
、

十
分
に

ク
リ
ー
ン
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
（

ナ
ン

バ
ー

プ

レ
ー

ト
が

完
全

に
視
認
で
き
る
）

透
明

の
カ

バ
ー

で
あ

れ
ば

装
着

可
能

 

A
 n

um
be

r 
pl

at
e 

sh
al

l 
at

 a
ll 

tim
es

 b
e 

di
sp

la
ye

d 
en

tir
el

y 
un

ob
sc

ur
ed

 a
nd

 b
e 

ke
pt

 r
ea

so
na

bl
y 

cl
ea

n.
 

 

ジ ョ ー ジ ア 州 

「
ジ

ョ
ー

ジ
ア

州
法

自

動
車

登
録
関

係
規

定
」

 
第

68
条

の
21

5 

本
章

の
規

定
に

よ
り

登
録

の
必

要
な

車
両

で
あ

っ
て

道
路

上
で

使

用
さ

れ
る
も

の
は
、
常
に
割
り
当
て
ら
れ
た
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

表
示

し
、
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
車
両
後
部
の
揺
れ
な
い
場
所
に
固

定
さ

れ
、
い

つ
で
も
容
易
に
視
認
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
財

務
長
官
は
、
特
定
の
車
両
に
つ
い
て
、
前
面
に
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー

ト
の

表
示

を
認

め
る

た
め

の
規

定
を

定
め

る
権

限
を

与
え

ら

れ
る

。
 

ナ
ン

バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
常
に
読
み
や
す
い
状
態
に
保
つ
の
は
、
あ
ら

ゆ
る

車
両
運

行
者
の
義
務
で
あ
る
。

 
ナ

ン
バ

ー
プ

レ
ー
ト
は
、
材
質
が
透
明
な
も
の
以
外
の
も
の
で
覆
っ

て
は

な
ら
な

い
。

 
ナ

ン
バ

ー
プ

レ
ー

ト
の

明
瞭

な
表

示
お

よ
び

そ
の

読
み

や
す

さ
を

妨
げ

る
い
か

な
る
装
置
も
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
に
お
い
て
登
録
を
要
す

る
車

両
の
後

部
に
取
り
付
け
て
は
な
ら
な
い
。

 

透
明

の
カ

バ
ー

で
あ

れ
ば

装
着

可
能

 

（
原

文
な
し

）
 



  
10

9

国
／

 
地

域
 

法
令

名
／
条

項
 

内
容

 
カ
バ
ー
対
策

 
と
の
関
連

 
原

文
 

 

マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 州 

「
マ

サ
チ

ュ
ー

セ
ッ

ツ

州
法

自
動

車
登

録
関

係

規
定

」
 

第
1部

 
政

府
の

管
理

 
タ

イ
ト

ル
14

. 
公

道
及

び
工

事
 

第
90

章
 
自
動

車
及

び

航
空

機
 

第
6
条

 
ナ

ン
バ

ー
プ

レ

ー
ト

；
デ
ィ

ス
プ

レ
ー
；

仮
プ

レ
ー
ト

 

本
章

の
下
で

登
録
さ
れ
た
全
て
の
自
動
車
、
ト
レ
ー
ラ
ー
は
、
当
州

の
い

か
な
る

道
に
お
い
て
操
縦
さ
れ
る
際
に
も
、
登
録
者
か
ら
第
二

章
、
第

五
章

の
下

で
与
え
ら
れ
た
登
録
ナ
ン
バ
ー
が
は
っ
き
り
と
表

示
さ

れ
て
い

る
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
登
録
者
か
ら
以
下
の
定
め
に

従
っ

て
認

定
さ

れ
た

暫
定

ナ
ン

バ
ー

プ
レ

ー
ト

を
保

持
し

な
け

れ

ば
な

ら
な
い

。
プ
レ
ー
ト
は
一
つ
は
車
両
の
前
方
に
、
も
う
一
つ
の

プ
レ

ー
ト

は
車

両
の

後
方

に
接

着
さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

も

し
、

登
録

者
が

一
つ

し
か

プ
レ

ー
ト

を
発

行
し

な
か

っ
た

場
合

に

は
、
こ

の
プ

レ
ー
ト
は
常
に
は
っ
き
り
と
見
え
る
よ
う
に
車
両
の
後

方
に

接
着
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は

ナ
ン

バ
ー

が
判

読
可

能
な

状
態

で
ク

リ
ー

ン
に

保
た

れ
ね

ば
な

ら

ず
、
ナ

ン
バ

ー
を
遮
蔽
す
る
い
か
な
る
も
の
に
よ
っ
て
も
覆
わ
れ
て

は
な

ら
な
い

。
ま
た
自
動
車
、
ト
レ
ー
ラ
ー
が
ラ
イ
ト
で
後
方
ナ
ン

バ
ー

を
照
ら

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

60
フ
ィ

ー
ト

遠
方

か
ら

番
号

が
明

白
に

見
え

る
よ

う
に

照
ら

さ
れ

な
け

れ

ば
な

ら
な
い

。
（
以
下
略
）

 

（
ナ

ン
バ

ー
を

遮
蔽
し
な
い
）
透

明
の

カ
バ

ー
で

あ
れ

ば
装

着
可

能
 

E
ve

ry
 m

ot
or

 v
eh

ic
le

 o
r 

tr
ai

le
r 

re
gi

st
er

ed
 u

nd
er

 th
is

 
ch

ap
te

r 
w

he
n 

op
er

at
ed

 i
n 

or
 o

n 
an

y 
w

ay
 i

n 
th

is
 

co
m

m
on

w
ea

lth
 

sh
al

l 
ha

ve
 

its
 

re
gi

st
er

 
nu

m
be

r 
di

sp
la

ye
d 

co
ns

pi
cu

ou
sl

y 
th

er
eo

n 
by

 t
he

 n
um

be
r 

pl
at

es
 f

ur
ni

sh
ed

 b
y 

th
e 

re
gi

st
ra

r 
in

 a
cc

or
da

nc
e 

w
ith

 s
ec

tio
n 

tw
o 

or
 f

iv
e 

or
 b

y 
te

m
po

ra
ry

 n
um

be
r 

pl
at

es
 a

ut
ho

ri
ze

d 
by

 t
he

 r
eg

is
tr

ar
 a

s 
he

re
in

af
te

r 
pr

ov
id

ed
, o

ne
 n

um
be

r 
pl

at
e 

to
 b

e 
at

ta
ch

ed
 a

t 
th

e 
fr

on
t a

nd
 o

ne
 a

t t
he

 r
ea

r 
of

 s
ai

d
m

ot
or

 v
eh

ic
le

, a
nd

 
on

e 
nu

m
be

r 
pl

at
e 

to
 b

e 
at

ta
ch

ed
 a

t t
he

 r
ea

r 
of

 s
ai

d 
tr

ai
le

r,
 b

ut
 if

 t
he

 r
eg

is
tr

ar
 is

su
es

 b
ut

 o
ne

 n
um

be
r 

pl
at

e 
it 

sh
al

l b
e 

at
ta

ch
ed

 t
o 

th
e 

re
ar

 o
f t

he
 v

eh
ic

le
 

so
 t

ha
t 

it 
sh

al
l a

lw
ay

s 
be

 p
la

in
ly

 v
is

ib
le

. T
he

 s
ai

d 
nu

m
be

r 
pl

at
es

 
sh

al
l 

be
 

ke
pt

 
cl

ea
n 

w
ith

 
th

e 
nu

m
be

rs
 l

eg
ib

le
 a

nd
 s

ha
ll 

no
t 

be
 o

bs
cu

re
d 

in
 a

ny
 

m
an

ne
r 

by
 th

e 
in

st
al

la
tio

n 
of

 a
ny

 d
ev

ic
e 

ob
sc

ur
in

g 
sa

id
 n

um
be

rs
,

an
d 

du
ri

ng
 t

he
 p

er
io

d 
w

he
n 

th
e 

ve
hi

cl
e 

or
 t

ra
ile

r 
is

 r
eq

ui
re

d 
to

 d
is

pl
ay

 l
ig

ht
s 

th
e 

re
ar

 r
eg

is
te

r 
nu

m
be

r 
sh

al
l b

e 
ill

um
in

at
ed

 s
o 

as
 t

o 
be

 p
la

in
ly

 v
is

ib
le

 a
t a

 d
is

ta
nc

e 
of

 si
xt

y 
fe

et
.（
以

下
略
） 

 

ニ ュ ー ハ ン プ シ ャ ー

州
「

ニ
ュ

ー
ハ

ン
プ

シ
ャ

ー
州

法
自

動
車

登
録

関

係
規

定
」

 
タ

イ
ト
ル

21
. 

自
動

車
 

第
26

1章
 

資
格

の
証

明

及
び

車
両
の

登
録

 
第

26
1
条

の
75

 
ナ

ン

バ
ー

プ
レ
ー

ト
 

II
.本

州
の

い
か

な
る

道
路

を
走

る
車

両
も

、
以

下
に

登
録

を
要

求

さ
れ

る
場
合

に
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
も
し
く
は
当
局
か
ら
提
供

さ
れ

た
プ
レ

ー
ト
を
、
当
局
か
ら
発
行
さ
れ
た
有
効
期
限
表
示
つ
き

の
承

認
ス
テ

ッ
カ
ー
と
一
緒
に
、
明
白
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
（

中
略

）
プ

レ
ー
ト
は
ク
リ
ー
ン
に
保
た
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 

（
ナ

ン
バ

ー
プ

レ
ー

ト
が

明
白

に
提

示
さ

れ
て

い
れ
ば
）
カ
バ
ー

の
装
着
可
能

 

II
. E

ve
ry

 v
eh

ic
le

 d
ri

ve
n 

in
 o

r 
on

 a
ny

 w
ay

 i
n 

th
is

 
st

at
e,

 if
 r

eq
ui

re
d 

to
 b

e 
re

gi
st

er
ed

 h
er

eu
nd

er
, s

ha
ll 

ha
ve

 d
is

pl
ay

ed
 c

on
sp

ic
uo

us
ly

th
er

eo
n 

a 
nu

m
be

r 
pl

at
e 

or
 p

la
te

s 
to

 b
e 

fu
rn

is
he

d 
by

 t
he

 d
ep

ar
tm

en
t, 

to
ge

th
er

 w
ith

 a
ny

 c
ur

re
nt

 v
al

id
at

io
n 

st
ic

ke
r 

is
su

ed
 

by
 t

he
 d

ep
ar

tm
en

t 
an

d 
w

hi
ch

 h
as

 a
 c

ha
ng

ea
bl

e 
de

si
gn

at
io

n 
of

 t
he

ir
 e

ffe
ct

iv
e 

pe
ri

od
.(
中

略
). 

Th
e 

pl
at

e 
sh

al
l b

e 
ke

pt
 c

le
an

. 



ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
カ
バ
ー
に
関
す
る
調
査
検
討

 

 
11

0

国
／

 
地

域
 

法
令

名
／
条

項
 

内
容

 
カ
バ
ー
対
策

 
と
の
関
連

 
原

文
 

 

ニ ュ ー ヨ ー ク 州 

「
車

両
及
び

交
通

法
」

 
タ

イ
ト

ル
4.
 

車
両

の

登
録

 
第

14
章
 

自
動

車
の

登

録
 

第
40

2条
 
個
別

ナ
ン

バ

ー
；
ナ
ン
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１
（

a）
本

州
の

公
道
に
お
い
て
自
動
車
を
操
縦
、
運
転
、
駐
車
さ

せ
る

際
に
は

、
そ
の
自
動
車
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
か
ら
支
給
さ
れ
た

明
確

に
区
別

で
き
る
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
、
登
録
証
に
従
っ
た
ナ

ン
バ

ー
と

そ
の

他
の

識
別

情
報

が
記

さ
れ

た
プ

レ
ー

ト
を

保
持

し

な
け

れ
ば
な

ら
な
い
。
プ
レ
ー
ト
の
一
つ
は
車
両
の
前
方
、
も
う
一

つ
は

後
方

に
、

揺
れ

る
こ

と
の

な
い

よ
う

に
し

っ
か

り
と

接
着

さ

れ
、
合
理

的
に
可
能
で
あ
る
か
ぎ
り
は
地
面
か
ら

12
イ
ン
チ
以
上

48
イ

ン
チ

以
下
の
位
置
に
設
置
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
以

下
略

）
 

 (b
)ナ

ン
バ

ー
プ

レ
ー

ト
は

ク
リ

ー
ン

か
つ

、
容

易
に

判
読

可
能

な

状
態

に
保
た

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
プ
レ
ー
ト
は
ガ
ラ
ス
や
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

で
覆
わ

れ
て
は
な
ら
な
い
。
プ
レ
ー
ト
は
、
こ
れ
を
隠
す
、
遮

蔽
す

る
、
ま

た
は
プ
レ
ー
ト
の
記
録
・
撮
影
の
際
の
映
像
を
歪
め
る

よ
う

な
、
い

か
な
る
人
工
も
し
く
は
合
成
の
物
質
に
よ
っ
て
も
、
意

図
的

に
覆
わ

れ
て
は
な
ら
な
い
。
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
表
面
は
車

両
の

一
部
、
も
し

く
は
車
両
の
搭
載
物
に
よ
っ
て
遮
蔽
さ
れ
て
は
な

ら
な

い
。
た

だ
し
、
公
的
通
行
料
徴
収
機
関
が
電
子
通
行
料
徴
収
の

関
連

で
発
行

し
た
受
信
変
換
機
で
、
徴
収
機
関
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

搭
載

要
領

に
従

っ
て

車
両

の
外

部
に

設
置

さ
れ

た
も

の
に

つ
い

て

は
こ

の
か
ぎ

り
で
は
な
い
。

 
 

カ
バ

ー
は

全
て

装
着
不
可

 
1.

 (
a)

 N
o 

pe
rs
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 s

ha
ll 

op
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e,

 d
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rk
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m

ot
or
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 c
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f 
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r 
pl

at
es

 is
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e 
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 a
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ot
he

r 
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y,
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to
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th
e 
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ifi
ca

te
 

of
 

re
gi

st
ra

tio
n 
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ns

pi
cu

ou
sl

y 
di

sp
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ye
d,

 o
ne

 o
n 

th
e 

fr
on

t 
an

d 
on

e 
on

 t
he

 r
ea

r 
of

 s
uc

h 
ve

hi
cl

e,
 e

ac
h 

se
cu

re
ly

 f
as

te
ne

d 
so

 a
s 

to
 p

re
ve

nt
 t

he
 s

am
e 

fr
om

 
sw

in
gi

ng
 

an
d 

pl
ac

ed
, 

w
he

ne
ve

r 
re

as
on

ab
ly

 
po

ss
ib

le
, n

ot
 h

ig
he

r 
th

an
 fo

rt
y-

ei
gh

t i
nc

he
s 

an
d 

no
t 

lo
w

er
 t

ha
n 

tw
el

ve
 in

ch
es

 f
ro

m
 t

he
 g

ro
un

d;
 （

以
下

略
）

. 
 (b

) 
N

um
be

r 
pl

at
es

 s
ha

ll 
be

 k
ep

t 
cl

ea
n 

an
d 

in
 a

 
co

nd
iti

on
 s

o 
as

 t
o 

be
 e

as
ily

 r
ea

da
bl

e 
an

d 
sh

al
l n

ot
 

be
 c

ov
er

ed
 b

y 
gl

as
s 

or
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ny
 p

la
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ic
 m

at
er

ia
l, 

an
d 

sh
al

l n
ot

 b
e 

kn
ow

in
gl

y 
co
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 c
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 a
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 s
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 m
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 o
r 

th
at

 
di

st
or

ts
 a

 r
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or
de

d 
or

 p
ho

to
gr

ap
hi

c 
im

ag
e 

of
 s

uc
h 

nu
m

be
r 

pl
at

es
, a

nd
 th

e 
vi

ew
 [f

ig
 1

] o
f s

uc
h 

nu
m

be
r 

pl
at

es
 s

ha
ll 

no
t 

be
 o

bs
tr

uc
te

d 
by

 a
ny

 p
ar

t 
of

 t
he

 
ve

hi
cl

e 
or

 b
y 

an
yt

hi
ng

 c
ar

ri
ed

 th
er

eo
n,

 e
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ep
t f

or
 a

 
re

ce
iv

er
-t

ra
ns

m
itt

er
 i

ss
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d 
by

 a
 p

ub
lic
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 o

w
ne

d 
to

lli
ng

 f
ac

ili
ty
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n 
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n 
w

ith
 e
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c 
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ll 
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n 

w
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n 
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ch
 r
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ei
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to
 t
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 e

xt
er

io
r 
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 v
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n

ac
co

rd
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ce
 w

ith
 

m
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g 
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ns
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by
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e 
to

lli
ng

 
fa
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lit

y.
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.(1

)当
局

よ
り

与
え

ら
れ

た
ナ

ン
バ

ー
プ

レ
ー

ト
以

外
の

番
号

は
、
自

動
車

、
ト
レ
ー
ラ
ー
の
い
か
な
る
部
分
に
お
い
て
も
、
ナ
ン

バ
ー

プ
レ

ー
ト

の
識

別
に

混
乱

を
引

き
起

こ
す

よ
う

な
形

で
表

示

し
て

は
な
ら

な
い
。

 
 （

ナ
ン

バ
ー

プ
レ
ー
ト
は
ク
リ
ー
ン
に
保
つ
こ
と
）

 
（

２
）
全
て

の
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
汚
れ
や
遮
蔽
物
の
な
い
状
態

に
保

た
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
プ
レ
ー
ト
は
、
番
号
を
含
ん
だ
全
体
が

常
に

明
白

に
見

る
こ

と
が

で
き

る
上

体
で

固
定

さ
れ

な
け

れ
ば

な

ら
な

い
。
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
表
面
は
、
ス
ペ
ア
タ
イ
ア
、
バ
ン

パ
ー

、
そ

の
ほ
か
車
両
の
一
部
、
付
属
物
、
搭
載
物
に
よ
っ
て
遮
蔽

さ
れ

る
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

 
 （

妨
害

の
禁

止
）

 
（

３
）
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
、
写
真
レ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
を
用
い

た
写

真
レ
ー

ダ
ー
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
プ
レ
ー
ト
（
番
号
も
含
む
）

の
正

確
な

撮
影

を
妨

害
す

る
い

か
な

る
も

の
に

よ
っ

て
も

覆
わ

れ

て
は

な
ら
な

い
。

 
 （

同
上

）
 

（
3.

0.
1）

ナ
ン

バ
ー

プ
レ

ー
ト

は
、

赤
外

線
カ

メ
ラ

シ
ス

テ
ム

を

用
い

た
プ
レ

ー
ト
（
番
号
も
含
む
）
の
正
確
な
撮
影
を
妨
害
す
る
い

か
な

る
も
の

に
よ
っ
て
も
覆
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

 
 （

同
上

）
 

（
3.

1）
ナ

ン
バ

ー
プ
レ

ー
ト
は

、
電
子

通
行
料

徴
収
シ

ス
テ
ム

を

用
い

た
プ
レ

ー
ト
（
番
号
も
含
む
）
の
識
別
を
妨
害
す
る
い
か
な
る

も
の

に
よ
っ

て
も
覆
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

 
  

（
ナ

ン
バ

ー
プ

レ
ー

ト
を

遮
蔽

し
な
い
、
赤
外
線

等
を

遮
断

し
な

い
）
透
明
の
カ
バ

ー
で

あ
れ

ば
装

着
可
能
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. 

(1
) 

N
o 
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r 

ot
he

r 
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an
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on
 

th
e 

nu
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 th
e 

nu
m
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r 
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  N
um

be
r 

pl
at

e 
to

 b
e 

ke
pt

 cl
ea

n 
(2

) E
ve

ry
 n

um
be

r 
pl
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e 

sh
al

l b
e 

ke
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 fr
ee

 fr
om

 d
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sh
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ffi
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 i
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 t
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 n
um

be
rs

, 
is

 
pl

ai
nl

y 
vi

si
bl

e 
at

 a
ll 

tim
es

, 
an

d 
th
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lo
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 c
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   O
bs

tr
uc
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V
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le
s 

(E
xc

is
e)

 
A

ct
）

 
登

録
及

び
登

録

ナ
ン

バ
ー
プ

レ
ー

ト
等

 
第

21
条

（
営
業

用
乗

用

車
両

の
識
別

標
識

）
 

（
2）

上
述

し
た
と
こ
ろ
に
従
い
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
ナ
ン
バ
ー

プ
レ

ー
ト

ま
た

は
表

示
さ

れ
て

い
る

標
識

が
多

少
と

も
不

鮮
明

に

な
り

、
ま
た

は
容
易
に
識
別
で
き
な
い
よ
う
に
さ
れ
、
若
し
く
は
、

そ
の

よ
う
に

放
置
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
車
両
を
運
転
し
て
い

る
者

ま
た

は
当

該
車

両
が

運
転

さ
れ

て
い

な
い

と
き

は
そ

れ
を

保

有
す

る
者
は

、
違
反
行
為
を
犯
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。

 
た

だ
し

、
そ

の
違
反
行
為
に
つ
い
て
容
疑
を
受
け
て
い
る
者
が
、
ナ

ン
バ

ー
プ
レ

ー
ト
ま
た
は
標
識
が
不
鮮
明
に
な
り
、
ま
た
は
容
易
に

識
別

で
き

な
い

よ
う

に
な

る
こ

と
を

防
止

す
る

た
め

に
合

理
的

に

実
行

で
き
る

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
取
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
と
き
は
、

免
責

事
由
と

す
る
。

 

透
明

の
カ

バ
ー

で
あ

れ
ば

装
着

可
能

 

（
原

文
な
し

）
 

ド イ ツ 

 

「
ド

イ
ツ

道
路

交
通

許

可
規

則
」

 
Ⅱ

 
自

動
車

及
び

そ
の

被
牽

引
車

の
許

可
手

続
 

第
60

条
 
公
認

ナ
ン

バ

ー
プ

レ
ー

ト
の

構
造

及

び
取

付
け

 

（
1）

識
別

記
号
及
び
公
認
番
号
は
、
白
地
に
黒
字
で
書
か
れ
ね
ば

な
ら

な
い
。
そ
の
保
有
が
自
動
車
税
に
関
係
が
な
い
自
動
車
は
、
白

地
に

緑
字
と

す
る
。
こ
れ
は
官
庁
用
の
車
両
、
外
交
団
及
び
領
事
館

の
個

人
用
の

車
両
、
主
と
し
て
路
線
用
に
使
用
さ
れ
て
い
る
バ
ス
、

小
型

自
動
自

転
車
、
原
付
機
付
自
転
車
、
並
び
に
そ
の
保
有
者
が
免

税
を

保
障
さ

れ
て
い
る
車
両
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト

は
浮
出

し
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
鏡
の
よ
う
に
光
っ

て
は

な
ら
な

い
。
ま
た
、
覆
わ
れ
た
り
、
汚
さ
れ
た
り
し
て
は
な
ら

な
い

。
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
形
状
、
大
き
さ
、
構
造
は
付
則
Ⅴ
の

雛
形

及
び
記

事
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
構
造
上
か
ら
決
め

ら
れ

る
最
高

速
度
が
、

40
km

／
h
を
超
え
な
い
小
型
自
動
自
転
車
、

原
動

機
付

自
転

車
及

び
機

械
的

に
駆

動
さ

れ
る

病
人

用
走

行
椅

子

の
ナ

ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
に
対
し
て
は
、
付
則
Ⅶ
が
適
用
さ
れ
る
。

カ
バ

ー
は

全
て

装
着
不
可

 
（

原
文

な
し

）
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